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まえがき

この文書は，工業標準化法第3条に基づいて，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が公表した標準報告書(TR)である。
今回の公表では，日本工業規格を国際規格に整合させるため，ISO/IEC TR 19758:2003 Information technology - Document Description and Processing Languages - DSSSL library for complex compositions並びにTR 19758/Amd.1:2005, TR 19758/Amd.2:2005及びTR 19758/Amd.3:2005を基礎として用いた。

TR X 0110には，次に示す附属書がある。

附属書A（参考）附属CD-ROMの収録内容

目　次

ページ

序文
1
1.　適用範囲
1
2.　引用規格
1
3.　定義
2
4.　フォーマティングのオブジェクト及び特性
3
4.1　用紙サイズ
3
4.2　用紙の向き
4
4.3　単位
4
4.4　基本組体裁
4
4.5　基本組体裁モデル
5
4.6　フォント
8
4.7　文字サイズ
8
4.8　柱
8
4.9　ノンブル
8
4.10　注
9
4.11　割注
11
4.12　圏点
11
4.13　添え字
11
4.14　字取り
11
4.15　字割り
12
4.16　節
12
4.17　箇条書き
13
4.18　表
14
4.19　見出し
15
4.20　ルビ
21
4.21　段落字下げ
22
4.22　スコア
22
4.23　罫（けい）
22
4.24　行内行
23
4.25　罫（けい）巻き
23
4.26　ドロップキャップ
23
4.27　行取り
23
4.28　強調のための文字間
23
4.29　第1段落の識別
23
4.30　段落の分離記号
23
5.　DSSSLライブラリの構成
23
5.1　処理の流れ
24
5.2　簡易パラメタのデータ
25
6.　詳細パラメタ生成プログラム
27
7.　関数集合
43
8.　ページモデル集合
58
9.　流し込みオブジェクト構成規則
68
附属書A（参考）附属CD-ROMの収録内容
81
解　説
83
標準情報（TR）（案）





TR

X 0110：2005

(ISO/IEC TR 19758:2003, Amd.1:2005, Amd.2:2005及びAmd.3:2005)
DSSSL多機能組版ライブラリ

DSSSL Library for Complex Compositions

序文　この標準報告書(TR)は，それぞれ2000年に公表され2003年に改正された標準情報TR X 0010 日本語組版のDSSSLライブラリに基づいて作成された，ISO/IEC TR 19758:2003 Information technology - Document Description and Processing Languages - DSSSL library for complex compositions並びにTR 19758/Amd.1:2005, TR 19758/Amd.2:2005及びTR 19758/Amd.3:2005を翻訳し，技術的内容を変更することなく統合して作成した標準報告書(TR)である。

 LISTNUM list1 \l 1  
適用範囲　この標準報告書(TR)は，JIS X 4151又はJIS X 4159 (JIS X 4177-2)で記述された構造化文書に対して，JIS X 4153を用いてフォーマット指定を行う場合に用いるDSSSLライブラリを提供する。このライブラリを用いることによって，DSSSL及び組版に関する専門的な知識を必要とせずに，日本語組版の基本的なフォーマットだけでなく，多言語を含む多機能フォーマットのDSSSL指定を行うことができる。

 LISTNUM list1 \l 1  
引用規格　次に掲げる規格等は，この標準報告書(TR)に引用されることによって，このTRの規定の一部を構成する。これらの引用規格のうちで発効年又は発行年を付記してあるものは，記載の年の版だけがこのTRの規定を構成するものであって，その後の改正版・追補には適用しない。発効年を付記していない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。
JIS X 0208:1997　7ビット及び8ビットの2バイト情報交換用符号化漢字集合

JIS X 4051　日本語文書の行組版方法
JIS X 4153:2005　文書スタイル意味指定言語(DSSSL)
備考
ISO/IEC 10179:1996 Information technology - Processing languages - Document Style Semantics and Specification Language (DSSSL), ISO/IEC 10179/Cor.1:2001及びISO/IEC 10179/Amd.1:2003が，この規格に一致している。


JIS X 4156:2005 ハイパテキストマーク付け言語(HTML)
備考
ISO/IEC 15445:2000 HyperText Markup Languageが，この規格に一致している。
JIS X 4159:2005　拡張可能なマーク付け言語(XML) 1.0
備考
W3C Recommendation, REC-xml-20040204, Extensible Markup Language (XML) 1.0 3rd Editionが，この規格に一致している。



JIS X 4161:2002　フォント情報交換－第1部：体系

備考
ISO/IEC 9541-1:1991 Information technology - Font information interchange - Part 1: Architecture, ISO/IEC 9541-1/Amd.1:2001, ISO/IEC 9541-1/Amd.2:1998及びISO/IEC 9541-1/Amd.3:2000が，この規格に一致している。


JIS Z 8125:2004　印刷用語－デジタル印刷
ISO 8879:1986 Standard Generalized Markup Language (SGML)
備考
JIS X 4151:1992　文書記述言語SGMLが，ISO 8879:1986及びISO 8879/Amd.1:1988の内容に技術的追加及び編集上の変更を加えたものである。
 LISTNUM list1 \l 1  
定義　この標準報告書(TR)で用いる主な用語の定義は，次による。
 LISTNUM list1 \l 2  
地（bottom edge）　書籍などのページ面のレイアウトにおける下部の余白，又は書籍などの下部。

 LISTNUM list1 \l 2  
セル（cell）　表組における基本単位。

 LISTNUM list1 \l 2  
文字サイズ (character size）　文字の仮想ボディの大きさ。

 LISTNUM list1 \l 2  
時計数字（clock numeral）　時計の文字盤用にデザインされたローマ数字。

 LISTNUM list1 \l 2  
段（column）　1ページの組版面を一つ以上の流し込み領域に区分して組む場合の１区分。

 LISTNUM list1 \l 2  
段間（column space）　隣接する二つの段の間隔。

 LISTNUM list1 \l 2  
DSSSLライブラリ（DSSSL library）　DSSSL指定（JIS X 4153参照）の集合。

 LISTNUM list1 \l 2  
小口（edge）　書籍などのページのと（綴）じていない3辺。

備考
上辺を天小口，下辺を地小口といい，と（綴）じと反対側の辺を前小口又は単に小口という。

 LISTNUM list1 \l 2  
圏点（emphasizing mark）　特に強調したい語句の脇（縦組では右，横組では上）に付ける記号。

 LISTNUM list1 \l 2  
見開き（facing page）　書籍などを開いて，左右のページが向い合っている状態。

 LISTNUM list1 \l 2  
グループルビ（group-ruby）　ルビ対象文字列全体に付けるルビ。

 LISTNUM list1 \l 2  
ノド（gutter）　書籍などの背が接する部分又はと（綴）じ代側の部分。

 LISTNUM list1 \l 2  
柱（head line）　ページの版面外に表記した書名，章名，節名など。

 LISTNUM list1 \l 2  
版面（image area）　主に本文が組まれる領域。

 LISTNUM list1 \l 2  
字下げ（indentation）　行頭を字詰方向に移動させること。

 LISTNUM list1 \l 2  
行間（interline space又はline space）　隣接する行の仮想ボディの間隔。

 LISTNUM list1 \l 2  
行送り（line leading）　行の基準点から次の行の基準点までの距離。

 LISTNUM list1 \l 2  
モノルビ（mono-ruby）　ルビ対象文字1文字ごとに対応して付けるルビ。

 LISTNUM list1 \l 2  
字詰数（number of characters on a line）　1行の文字数。字詰ともいう。

 LISTNUM list1 \l 2  
順序文字（ordering character）　順序付き箇条書きにおける各箇条項目の先頭に付ける，順序を表す文字。

 LISTNUM list1 \l 2  
ノンブル（page number）　印刷物などの各ページの順序を示す番号。

 LISTNUM list1 \l 2  
付加文字［pre/post-marking of ordering character(s)］　順序文字の前及び/又は後に付ける文字。

 LISTNUM list1 \l 2  
ルビ（ruby）　対象となる文字の近くに付けて，その文字の読み，意味などを示す小さな文字。

 LISTNUM list1 \l 2  
単一ページ（single page）　見開きに対し，単独なページを指す。

 LISTNUM list1 \l 2  
ベタ（solid matter 又はsolid）　隣接する文字又は隣接する行にアキを設けない組版。

 LISTNUM list1 \l 2  
アキ（space）　隣接する文字の仮想ボディの間隔又は隣接する行の仮想ボディの間隔。

 LISTNUM list1 \l 2  
抹消線（strike-through又はstrike-out）　文字に重ねて引く取消しのための線。

 LISTNUM list1 \l 2  
添え字［superscript/subscript (superior/inferior)］　親文字に付ける上付き文字又は下付き文字。

 LISTNUM list1 \l 2  
表ネーム（table caption）　表の内容を表す記述。

備考
表ネームは表番号を伴うこともあり，表見出し，表タイトル，表題又はキャプションともいう。

 LISTNUM list1 \l 2  
天（top edge）　書籍などのページ面のレイアウトにおける上部の余白，又は書籍などの上部。

 LISTNUM list1 \l 2  
2字ルビ（two-character ruby）　字詰方向の仮想ボディがルビ対象文字1文字の仮想ボディの1/2の大きさであるルビ。

 LISTNUM list1 \l 2  
組方向（writing direction）　組版システムなどにおいて行を構成する方向。

備考
多言語の文書は，主として縦方向又は横方向に組まれ，それらをそれぞれ縦組又は横組という。

 LISTNUM list1 \l 2  
表記方向（writing mode）　行を構成する際のグリフの公称送り方向［グリフ座標系において，位置決め点(position point)から送り点(escapement point)に向かう方向］。

備考
多言語の文書では，右向き(LEFT-TO-RIGHT)，下向き(TOP-TO-BOTTOM)又は左向き(RIGHT-TO-LEFT)が用いられる。

 LISTNUM list1 \l 2  
区分セル（distinguishable cell）　セルに対角線を引き，そこで区切られた領域に文字列を流し込むために，仮想的な区分を設定したセル。

 LISTNUM list1 \l 2  
ドロップキャップ（drop cap）　段落の始まりで，その段落を目立たせるために，開始文字をその段落を構成する文字サイズより大きいサイズとし，それに続くテキストの中に，その開始文字を埋め込んで組むこと。

 LISTNUM list1 \l 2  
罫(けい)巻き（enclosure）　罫(けい)線で文字(列)を囲むこと，又は囲まれた文字(列)。

 LISTNUM list1 \l 2  
行取り（line spanning）　一定の行送りをもつ領域において，ある行数分のテキスト，図などを配置するために，その行数分を確保すること。この組版要素に関しては，“見出しを2行取り中央”などの指定を行う。この指定による組版例を図3.1に示す。

備考
行取りは，基本組体裁とは異る指定をコンテンツ優先方式の中に配置する場合の組版に必す(須)の機能である。
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図 3.1　2行取り中央に見出しを置く例

 LISTNUM list1 \l 1  
フォーマティングのオブジェクト及び特性　このDSSSLライブラリで扱うフォーマティングのオブジェクト及び特性を示す。

 LISTNUM list1 \l 2  
用紙サイズ　書籍に最も多く用いられる次のサイズを対象とする。ただし，他のA判，B判の判型についても適用可能である。
 LISTNUM lista\l 1  )
A判　A6，A5，A4
 LISTNUM lista\l 1  )
B判　B6，B5
“単一ページ”又は“見開き”の選択を可とする。“見開き”の場合，a)，b)に規定した用紙サイズの2倍のサイズを許容する。

参考
A4見開きは，A3判となる。

 LISTNUM list1 \l 2  
用紙の向き　“縦置き”及び“横置き”を対象とする。デフォルトは“縦置き”とする。

 LISTNUM list1 \l 2  
単位　次の単位を用いる。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
mm

 LISTNUM lista\l 1  )
ポイント（１ポイント＝0.3514 mm）

 LISTNUM lista\l 1  )
Q（1Q＝0.25 mm）

ポイントとQとの換算は，表4.1による。
表 4.1　Qとポイントとの関係
	Q
	ポイント
	Q
	ポイント

	 7
	   5
	15
	 10.5

	 8
	   5.5
	16
	 11

	 9
	   6
	18
	 12

	10
	   7
	20
	 14

	11
	   7.5
	21
	 15

	12
	   8
	24
	 16

	13
	   9
	26
	 18.5

	14
	  10
	28
	 20


 LISTNUM list1 \l 2  
基本組体裁　用紙サイズ，版面及び余白には，“用紙サイズ－余白＝版面”の関係があり，レイアウト優先では用紙サイズ及び余白がまず設定され，コンテンツ優先では用紙サイズ及び版面がまず設定される。

備考
日本語組版では多くの場合，コンテンツ優先が用いられる。

基本組体裁は，コンテンツ優先の体裁へ適用され，次のフォーマティング特性によって与えられる。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
組方向

 LISTNUM lista\l 1  )
文字サイズ

 LISTNUM lista\l 1  )
字詰数

 LISTNUM lista\l 1  )
行数

 LISTNUM lista\l 1  )
行間

 LISTNUM lista\l 1  )
段間

 LISTNUM lista\l 1  )
揃え（左揃え，右揃え，中央揃え又は両端揃え。デフォルトは，左揃えとする。）

これらの設定には，すべてのフォーマティング特性を数値で指定する方法と4.5に規定する指定方法とがある。

 LISTNUM list1 \l 3  
アンウィンモジュールに基づくコンテンツ優先の設定　アンウィンモジュールに基づいた図式解法を使用して，コンテンツ優先の設定ができる。この図式解法は，図4.1において次の手順をとる。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
左ページの右上頂点から左ページ左下頂点へ斜線を引く。

 LISTNUM lista\l 1  )
その斜線上に開始点Sを指定する。

 LISTNUM lista\l 1  )
左ページの左下頂点から右ページの右上頂点へ線を引く。

 LISTNUM lista\l 1  )
左ページの左上頂点から右ページの右下頂点へ線を引く。

 LISTNUM lista\l 1  )
左ページの左上頂点から左ページの右下頂点へ線を引く。

 LISTNUM lista\l 1  )
右ページの左上頂点から右ページの右下頂点へ線を引く。

 LISTNUM lista\l 1  )
点Sからの水平線が，手順d)において引いた線に交わる点をAとする。

 LISTNUM lista\l 1  )
点Aからの垂直線が，手順b)において引いた線に交わる点をBとする。

 LISTNUM lista\l 1  )
点Bからの水平線が，点Sからの垂直線に交わる点をCとする。

 LISTNUM lista\l 1  )
点S, A, B, Cが指定するく(矩)形が版面で，その外側が余白となる。
	[image: image2.wmf] 
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図 4.1　図解方式の手順

このままでは字詰数・行数が成り行きになるため，図4.2に示すとおり対角線a上に最初の行を置き，所定の字詰数だけ伸ばした位置が最も対角線bに近い行の位置を求めて，開始点Sを指定する。

	[image: image3.wmf] 




図 4.2　開始点の指定

行送り方向については，

行送り方向の版面の長さ＝ (行数－1)×行送り＋文字サイズ

となる。この行送り方向の版面の長さを用いることによって，アンウィンモジュールに基づくコンテンツ優先の設定ができる。
効率的なライブラリとするには，利用者による入力設定を減らして版面設定可能にすることが望ましく，ノドの値，文字サイズだけを入力設定とする。行送りのデフォルト値は，文字サイズの1.5倍とする。

 LISTNUM list1 \l 2  
基本組体裁モデル　用紙サイズごとの書籍などに用いるフォーマティング特性の集合を規定する。

 LISTNUM list1 \l 3  
用紙に対する版面位置　用紙に対する版面位置は，次の方法で指定される。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
天地左右中央（デフォルト）

 LISTNUM lista\l 1  )
天：地，ノド：小口の各々の比を指定。

 LISTNUM lista\l 1  )
天，地，ノド，小口の各々の絶対値を指定。

備考
版面の大きさが指定されない場合，その縦及び横のサイズは，用紙の対応するサイズの0.8倍とする。

 LISTNUM list1 \l 3  
フォーマティング特性の集合　用紙サイズごとの基本組体裁モデルを表4.2～表4.8のとおり定める。表4.2～表4.8においては，“字詰数”を“字詰”，ポイントを“ポ”と略記する。

備考
言語によっては，表に明示されている値とは異る行送り及び段間を採用した文書が用いられる。特に結合音節文字をもつ言語系では，表に示す行送り及び段間よりも大きな値を指定する文書が多い。

表 4.2　B6判 縦置き ポイント系
	組方向
	文字サイズ
	字詰
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 縦組
	９ポ
	43
	14
	18ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	43
	15
	18ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	43
	16
	17ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	44
	17
	16ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	50
	18
	15ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	50
	19
	14ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	25
	20
	14ポ
	２
	２字


	 縦組
	８ポ
	26
	20
	14ポ
	２
	２字

	 横組
	９ポ
	30
	23
	17ポ
	１
	

	 横組
	８ポ
	33
	25
	16ポ
	１
	

	 横組
	８ポ
	33
	27
	15ポ
	１
	

	 横組
	８ポ
	34
	27
	15ポ
	１
	


表 4.3　B5判 縦置き ポイント系
	組方向
	文字サイズ
	字詰
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 縦組
	８ポ
	24
	31
	13ポ
	１
	

	 横組
	９ポ
	43
	32
	18ポ
	１
	

	 横組
	９ポ
	23
	44
	14ポ
	２
	２字

	 横組
	９ポ
	22
	41
	15ポ
	２
	２字

	 横組
	８ポ
	25
	51
	12ポ
	２
	２字


表 4.4　B5判 縦置き Q数系
	組方向
	文字サイズ
	字詰
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 横組
	13Q
	42
	31
	26Q
	1
	

	 横組
	13Q
	22
	43
	20Q
	2
	２字

	 横組
	13Q
	21
	39
	22Q
	2
	２字

	 横組
	12Q
	23
	48
	18Q
	2
	２字


表 4.5　A6判 縦置き ポイント系
	組方向
	文字サイズ
	字詰
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 縦組
	８ポ
	41
	13
	17ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	41
	14
	16ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	42
	15
	15ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	42
	13
	16ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	42
	14
	16ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	43
	15
	15ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	43
	15
	15ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	43
	16
	14ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	43
	18
	13ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	43
	19
	13ポ
	１
	


表 4.6　A5判 縦置き ポイント系
	組方向
	文字サイズ
	字詰
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 縦組
	９ポ
	51
	16
	18ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	52
	16
	18ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	52
	17
	18ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	52
	18
	17ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	52
	19
	17ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	25
	20
	15ポ
	２
	２字

	 縦組
	８ポ
	30
	24
	13ポ
	２
	２字

	 縦組
	８ポ
	29
	23
	14ポ
	２
	２字

	 横組
	９ポ
	35
	26
	18ポ
	１
	

	 横組
	９ポ
	35
	28
	17ポ
	１
	

	 横組
	９ポ
	35
	30
	16ポ
	１
	

	 横組
	８ポ
	40
	30
	16ポ
	１
	

	 横組
	８ポ
	38
	33
	14ポ
	１
	


表 4.7　A5判 縦置きQ数系
	組方向
	文字サイズ
	字詰
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 横組
	13Q
	34
	27
	25Q
	1
	

	 横組
	13Q
	34
	29
	23Q
	1
	

	 横組
	12Q
	37
	28
	24Q
	1
	

	 横組
	12Q
	36
	31
	21Q
	1
	


表 4.8　A4判 縦置きQ数系
	組方向
	文字サイズ
	字詰
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 横組
	13Q
	51
	41
	24Q
	1
	

	 横組
	14Q
	48
	39
	25Q
	1
	

	 横組
	14Q
	24
	42
	23Q
	2
	２字

	 横組
	14Q
	16
	42
	23Q
	3
	２字


 LISTNUM list1 \l 2  
フォント　“mincho”“gothic”などの一般名称で指定し，固有名指定は行わない。書体は，固有の書体名ではなく，ファミリ名で表す。ファミリ名は，“（通常の）書体名－ウェイト”とする。例えば，細明朝体は“mincho-light”，中ゴシック体は“gothic-medium”とする。“posture”，漢字と仮名との区分等は対象としない。

参考
（通常の）書体名は，JIS X 4161に示す書体デザイン分類の中分類に相当する。
 LISTNUM list1 \l 2  
文字サイズ　文字サイズの単位は，ポイント又はQとする。
備考
長体，平体，斜体などの変形は，このTRでは対象外とする。

 LISTNUM list1 \l 2  
柱　

 LISTNUM list1 \l 3  
個数　次のいずれかとする。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
柱を付けない。

 LISTNUM lista\l 1  )
1種類の柱を付ける。

 LISTNUM list1 \l 3  
位置　次のいずれかとする。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
奇数ページ小口寄りの天

 LISTNUM lista\l 1  )
両ページ小口寄りの天

 LISTNUM lista\l 1  )
奇数ページ小口寄りの地

 LISTNUM lista\l 1  )
両ページ小口寄りの地

 LISTNUM lista\l 1  )
天の中央（本文が横組の場合だけ）

いずれの場合も柱文（はしらぶん）は，横組とする。小口寄りで天地関係がノンブルと同じ場合は，ノンブルから全角又は全角の1.5倍のアキをとって柱を続ける。

柱文の字割り規則は，4.15による。

 LISTNUM list1 \l 3  
柱文の内容　左右のページに異る柱文を付ける場合の体裁は，次のとおりとする。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
両ページ小口寄りの天

 LISTNUM lista\l 1  )
両ページ小口寄りの地

 LISTNUM lista\l 1  )
天の中央（横組の場合だけ）

構文構造において，上位の内容を柱文とする方を，その構文を構成するテキストが始まる側と反対側のページに表記し，下位のテキストをその逆のページに表記する。テキストが開始されるページには，柱を表記しない。

 LISTNUM list1 \l 2  
ノンブル　縦組・横組に関係なく，次の体裁を標準とする。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
天寄りの小口，算用数字。

 LISTNUM lista\l 1  )
地寄りの小口，算用数字。

いずれの場合も，ノンブル文字サイズは，本文文字サイズと同じ又は本文文字サイズより1サイズ小さくする。版面との隔たりは，本文文字サイズ又は本文文字サイズより幾分大きい値とする。
 LISTNUM list1 \l 2  
注　

 LISTNUM list1 \l 3  
注体裁　このTRにおいて対象とする注を次に示す（割注は，4.11において規定する。）。
 LISTNUM list1 \l 4  
行間注　説明の必要な語句のすぐ側の行間に組まれる注。横組では語句の上又は下の行間に，縦組では語句の右の行間に組む。横組の例を図4.3に示す。

	[image: image4.wmf] 

 




図 4.3　横組における行間注の組み方の例

参考
横組における行間注は，垂直に構成されたテキストで表示することがある。縦組における行間注は，水平に構成されたテキストで表示することもある。

 LISTNUM list1 \l 4  
傍注　横組において，ページの小口寄りに領域を取って，そこに組まれる注。図4.4を参照。

	[image: image5.wmf] 




図 4.4　傍注

 LISTNUM list1 \l 4  
頭注　縦組において，本文のページの上部に組まれる注。図4.5を参照。

	[image: image6.wmf] 




図 4.5　頭注

 LISTNUM list1 \l 4  
脚注　本文のページの下部に組まれる注。図4.6を参照。
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図 4.6　脚注

 LISTNUM list1 \l 4  
後注　本文の編，章，節，段落などの区分の終わり又は巻末に組まれる注。

 LISTNUM list1 \l 3  
合印　合印は，注及び注対象語句間の対応を表す。

 LISTNUM list1 \l 4  
種類及び体裁　合印には，*，†，‡，§，∥，＃，算用数字，漢数字，ラテンアルファベットを用いる。

参考
文字を組み合わせた合印の体裁例を次に示す。

*　　**　　***

*1　　*2　　*3

1)　　2)　　3)

一、　　二、　　三、

(a)　　(b)　　(c)

文字を組み合わせた合印の体裁のデフォルトを，1)，2)， ．．．とする。

 LISTNUM list1 \l 4  
位置　テキスト内の合印の位置は，次のとおりとする。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
行間で注対象語句の先頭。

 LISTNUM lista\l 1  )
行間で注対象語句の末尾。

 LISTNUM lista\l 1  )
行中で注対象語句の後。

 LISTNUM list1 \l 4  
文字サイズ　合印の文字サイズは，注対象語句より1サイズ小さくなくてはならない。

 LISTNUM list1 \l 2  
割注　このTRでは，2行の割注だけを対象とする。図4.7に例を示す。

	[image: image8.wmf] 




図 4.7　割注

割注は“行内行処理”として扱う。行内行の詳細は，4.24による。特に指定しない場合，割注パーレン付きとし，パーレンのサイズは本文文字サイズと同一とする。割注文字サイズのデフォルトは，本文文字サイズの50％とし，変更可とする。

割注行の行間は，デフォルトを0とし，変更可とする。割注行の行組版の規則は，フォーマタ依存とする。

 LISTNUM list1 \l 2  
圏点　文字，語又は段落単位で，圏点を付けることができる。圏点は，対象となる文字（親文字）の右若しくは左（縦組），又は上若しくは下（横組）に置くことを原則とする。

圏点を付け方として，次のいずれかを選択できる。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
“文字ごと”

 LISTNUM lista\l 1  )
“文字群に対して均等”

このTRにおいては,“文字ごと”をデフォルトとする。“文字群に対して均等”を選択した場合，圏点の始終点位置は，フォーマタ依存とする。
 LISTNUM list1 \l 2  
添え字　上付き文字及び下付き文字を扱う。縦組においては，上付き文字を対象となる文字（親文字）の下右に添える文字とし，下付き文字を親文字の下左に添える文字とする。上付き文字，下付き文字のサイズは，親文字に対して1/2（二分）とする。

一つの親文字に対して，上付き文字及び下付き文字の両方を同時に付けることができる。その振る舞いは，フォーマタ依存とする。親文字に対する位置もフォーマタ依存とするが，親文字ボディの外側には出ない。親文字ボディの外側に出る場合でも，4.24の行内行の対象として扱う。

 LISTNUM list1 \l 2  
字取り　字取りは，表組のセルなどに文字列を組む場合などに，文字数が異る文字列を一定の長さに揃えるための指定として用いる。図4.8に例を示す。

	[image: image9.wmf] 




図 4.8　字取りの例

字取り行長は，文字サイズに文字数を乗じたものとする。全角で同一文字サイズの場合，文字間のアキは，文字サイズ，字取り数，文字数を用いて次式によって求められる。

文字間のアキ＝ [字取り行長－(文字サイズ×文字数)]／(文字数－1)

 LISTNUM list1 \l 2  
字割り　見出し（4.19参照），柱（3.13及び4.8参照）などの比較的字数の少ない行を組む際に，文字数に応じて文字間にアキを入れて組むことを字割りという。図4.9に字割りの例を示す。

	[image: image10.wmf] 




図 4.9　字割りの例

見出し文字数に対する代表的な文字間のアキを表4.9に規定する。この規定は，柱の字割りの標準としても用いることができる。

表 4.9　見出し文字数に対する文字間のアキ
	B5判横組
	B5判縦組

	文字数
	アキ
	文字数
	アキ

	2字
	3倍アキ
	2字
	2倍アキ

	3字
	全角半アキ
	3字
	全角4分アキ

	4字
	全角アキ
	4字
	2分4分アキ

	5字
	2分アキ
	5字
	3分アキ

	6字
	4分アキ
	6字
	1ポアキ

	7字
	1ポアキ
	7字以上
	ベタ組

	8字以上
	ベタ組
	
	


 LISTNUM list1 \l 2  
節　節（clause, chapter, sectionなど）は，順序付き節又は順序なし節として扱われる。

 LISTNUM list1 \l 3  
順序付き節　順序付き節は，次のa)，b)又はc)で開始する。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
順序文字　順序文字（3.20参照）として，ラテンアルファベット，漢数字，算用数字，ローマ数字，時計数字などを用いる。

 LISTNUM lista\l 1  )
付加文字　

 LISTNUM lists1\l 1 \s 1  )
順序文字の前に第を付加し，後に編，章，部，項，節などを付加する。

 LISTNUM lists1\l 1  )
順序文字の前又は後に節などを付加する。

 LISTNUM lists1\l 1  )
順序文字の後にピリオド（和文，欧文いずれかのピリオド）を付加する。

 LISTNUM lista\l 1  )
図形記号　文字としては扱われない記号。

 LISTNUM list1 \l 3  
順序なし節　順序なし節は，次のa)，b)又はc)で開始する。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
文字・記号なし　

 LISTNUM lista\l 1  )
順序なし文字　

 LISTNUM lista\l 1  )
図形記号　文字としては扱われない記号。図形記号によって開始する順序なし節の例を図4.10に示す。

	[image: image11.wmf] 




図 4.10　順序なし図形記号で開始する節の例

 LISTNUM list1 \l 3  
節の字下げ　節の字下げについては，4.19を参照。

 LISTNUM list1 \l 2  
箇条書き　箇条書きは，順序付き箇条書き又は順序なし箇条書きとして扱われる。

 LISTNUM list1 \l 3  
順序付き箇条書き　順序付き箇条書きは，次のa)，b)又はc)で開始する。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
順序文字　順序文字（3.20参照）として，ラテンアルファベット，漢数字，算用数字，ローマ数字，時計数字，平仮名，片仮名などを用いる。

 LISTNUM lista\l 1  )
付加文字　

 LISTNUM lists1\l 1 \s 1  )
順序文字の前に付加する。
 LISTNUM lists1\l 1  )
順序文字に重ねて付加する。英大文字，英小文字，算用数字，平仮名，片仮名などを囲む丸など。

例
①，②

 LISTNUM lists1\l 1  )
順序文字の前後に付加する。丸括弧（和文，欧文いずれかの丸括弧）など。
例
(1)，(2)
 LISTNUM lists1\l 1  )
順序文字の後に付加する。丸括弧（和文，欧文いずれかの丸括弧），ピリオド（和文，欧文いずれかのピリオド），読点など。
例1.
1)，2)
例2.
1.，2.
例3.
一､，二､
 LISTNUM lista\l 1  )
図形記号　文字としては扱われない記号。

多言語環境においては，多様な順序付き箇条書きが許容される。

備考1.
順序付き箇条書きの順序を，数値以外の，番号を表す文字列又は単語で表示してもよい。

2.
入れ子の階層を示すために，入れ子の番号付けをする代わりに，入れ子の階層の深さを示す数だけ，順序文字を並べることがある。その例を次に示す。

a) 項目1

b) 項目2

  aa) 入れ子項目1

  bb) 入れ子項目2

c) 項目3

3.
入れ子になった最初の項目を，改行せずに上位の項目の直後に組むことができる。その例を次に示す。

1) 項目1  a) 入れ子項目1

   b) 入れ子項目2

   c) 入れ子項目3

2) 項目2

 LISTNUM list1 \l 3  
順序なし箇条書き　順序なし箇条書きは，次のa)，b)又はc)で開始する。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
文字・記号なし　

 LISTNUM lista\l 1  )
順序なし文字　

 LISTNUM lista\l 1  )
図形記号　

 LISTNUM list1 \l 3  
箇条書きの字下げ　

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
箇条書き1行目の字下げ　1字下げ又は2字下げを用いる。

 LISTNUM lista\l 1  )
箇条書き折り返し2行目の字下げ　字下げなし，1字下げ，2字下げ又は3字下げを用いる。

 LISTNUM list1 \l 2  
表　

 LISTNUM list1 \l 3  
文字サイズ　

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
ゴシック体又はSanserifの書体を用いるとき，表中のテキストと表ネームとは同じ文字サイズとする。

 LISTNUM lista\l 1  )
明朝体又はRomanの書体を用いるとき，表中のテキストは表ネームより1ポイント又は1Q下げた文字サイズとする。

 LISTNUM list1 \l 3  
位置　

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
表と版面とのアキは，1 mmとする。

 LISTNUM lista\l 1  )
表と本文とのアキは，本文文字サイズの1.5倍とする。

 LISTNUM list1 \l 3  
外郭のラウンド設定　長方形の表の外郭を丸くすることができる。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
表の外郭を丸くする場合，table要素の指定においてcorner-rounded-table-styleを使用する。

 LISTNUM lista\l 1  )
定義されたtable-styleを使用して表の四隅を丸めるには，定義内の数値を変更することによって指定する。表の外郭ラウンド用半径のデフォルト値は3ポイントとする。

 LISTNUM list1 \l 3  
体裁　ここで扱う表の体裁を図4.11に示す。“○”は文字を表す。
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図 4.11　対象とする表の体裁

表ヘッダ(上下左右)は，表の行及び列それぞれの兄弟要素として定義する。表ヘッダ(上下左右)は，表の行及び列それぞれと同じ子要素をもつ。図4.11が示すとおり，ライトグレーの背景色が初期値として指定されている。

 LISTNUM list1 \l 3  
複数の文字列を含むセル　複数の文字列を含むセルを図4.12の左上に示す。“○”は文字を表す。
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図 4.12　複数文字列を含むセル

複数文字列を含むセルは，table-cellの兄弟要素及び子要素として列用文字列及び行用文字列をもつ要素とする。列用文字列は，列の情報に関係する#PCDATAを含む。行用文字列は，行の情報に関係する#PCDATAを含む。

 LISTNUM list1 \l 4  
表全体への斜線　リーグ戦の表などに用いられる表全体への斜線を引くには，Table要素の属性として斜線を指定する。この場合，行数と列数とが等しくなければならない。

 LISTNUM list1 \l 3  
文字の詰め　文字列がセルの幅より長い場合に，属性によってフォントサイズを小さくできる。その指定をしない場合には，1行目の残りの文字列が2行目に改行される。
 LISTNUM list1 \l 2  
見出し　見出しの組版においては，4.19.1及び4.19.2の指定モデルを示す。ライブラリの対象は，4.19.2のモデルだけとする。

 LISTNUM list1 \l 3  
文字サイズ　見出しの推奨文字サイズを次に示す。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
大見出し　24～32Q又は16～22ポイントの中から選択。

 LISTNUM lista\l 1  )
中見出し　18～20Q又は12～14ポイントの中から選択。

 LISTNUM lista\l 1  )
小見出し　14～16Q又は10～11ポイントの中から選択。

備考
このa)，b)，c)の推奨は，本文文字サイズを12～13Q（8～9ポイント）としたときの各見出し文字サイズの選択幅を示す。選択される書体及びウェイトによって変化するため，これらの推奨はライブラリにはしない。

 LISTNUM list1 \l 3  
見出し組　文字サイズをポイント系で示す。Q数指定の場合は，表4.1の換算表を適用する。

“A5判 縦組  本文9ポ組”及び“A5判・B5判 横組  本文9ポ・8ポ組”の例を示す。他の判型，本文サイズの場合は，これを基に指定する。ここでは，ポイントを“ポ”と略記する。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
A5判 縦組  本文9ポ組　

 LISTNUM lists1\l 1 \s 1  )
単独見出し　

大見出し（14ポ）

本文9ポ4字下がり

4行取り中央
中見出し（12ポ）

6字下がり


3行取り中央
小見出し（10ポ）

7字下がり


2行取り中央
	[image: image14.wmf] 




図 4.13　単独見出し

 LISTNUM lists1\l 1  )
大・中・小見出し3本　

1行アキ
大見出し（14ポ）

本文9ポ4字下がり

3行取り中央
中見出し（12ポ）

6字下がり


2行取り中央
小見出し（10ポ）

7字下がり


2行取り中央
最初の1行アキを含めて8行取り
	[image: image15.wmf] 

 




図 4.14　大・中・小見出し3本

 LISTNUM lists1\l 1  )
大・中見出し2本　

1行アキ
大見出し（14ポ）

本文9ポ4字下がり

2行取り中央
中見出し（12ポ）

6字下がり


3行取り中央
最初の1行アキを含めて6行取り
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図 4.15　大・中見出し2本

 LISTNUM lists1\l 1  )
大・小見出し2本　

1行アキ
大見出し（14ポ）

本文9ポ4字下がり

3行取り中央
小見出し（10ポ）

7字下がり


2行取り中央
最初の1行アキを含めて6行取り
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図 4.16　大・小見出し2本

 LISTNUM lists1\l 1  )
中・小見出し2本　

1行アキ
中見出し（12ポ）

本文9ポ6字下がり

2行取り中央
小見出し（10ポ）

7字下がり


2行取り中央
最初の1行アキを含めて5行取り
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図 4.17　中・小見出し2本

 LISTNUM lists1\l 1  )
見出しなし　本文のはじめを2行分空けて組む
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図 4.18　見出しなし

 LISTNUM lista\l 1  )
A5判・B5判 横組  本文9ポ・8ポ組　

 LISTNUM lists1\l 1 \s 1  )
単独見出し　

大見出し（14ポ）

位置は本文版面左右中央

4行取り中央
中見出し（12ポ）

位置は本文版面左右中央

3行取り中央
小見出し（10ポ）

左右中央又は1字下がり

2行取り中央
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図 4.19　単独見出し

 LISTNUM lists1\l 1  )
大・中・小見出し3本　改ページ

1行アキ
大見出し（14ポ）

位置は本文版面左右中央

3行取り中央
中見出し（12ポ）

位置は本文版面左右中央

2行取り中央
小見出し（10ポ）

左右中央又は1字下がり

2行取り中央
最初の1行アキを含めて8行取り
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図 4.20　大・中・小見出し3本

 LISTNUM lists1\l 1  )
大・中見出し2本　改ページ

1行アキ
大見出し（14ポ）

位置は本文版面左右中央

2行取り中央
中見出し（12ポ）

位置は本文版面左右中央

3行取り中央
最初の1行アキを含めて6行取り
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図 4.21　大・中見出し2本

 LISTNUM lists1\l 1  )
大・小見出し2本　改ページ

1行アキ
大見出し（14ポ）

位置は本文版面左右中央

3行取り中央
小見出し（10ポ）

左右中央又は1字下がり

2行取り中央
最初の1行アキを含めて6行取り
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図 4.22　大・小見出し2本

 LISTNUM lists1\l 1  )
中・小見出し2本　改ページ・追い込み

1行アキ
中見出し（12ポ）

位置は本文版面左右中央

2行取り中央
小見出し（10ポ）

左右中央又は1字下がり

2行取り中央
最初の1行アキを含めて5行取り
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図 4.23　中・小見出し2本

 LISTNUM list1 \l 2  
ルビ　次のルビ体裁を扱う。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
2字ルビ（3.31参照）に限定する。

 LISTNUM lista\l 1  )
縦組，横組とも中付きとする。

 LISTNUM lista\l 1  )
モノルビ（3.18参照）又はグループルビ（3.11参照）を扱う。

 LISTNUM lista\l 1  )
モノルビの場合，ルビ文字数の増大とともに，原則として左右(上下)対称にルビ行長を伸ばす。ルビ文字はベタに配置する。

 LISTNUM lista\l 1  )
ルビ対象文字に隣接する文字が漢字の場合には，その漢字にルビがかかってはならない。

 LISTNUM lista\l 1  )
ルビ対象文字に隣接する文字が仮名の場合には，その仮名にルビが1字だけかかってもよい。

 LISTNUM lista\l 1  )
グループルビの場合，ルビ文字のアキは図4.24のとおりとする。ただし，ルビ行長がルビ対象文字列よりも長い場合には，ルビ列はベタとする。
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図 4.24　グループルビにおけるルビ文字のアキ

 LISTNUM lista\l 1  )
行頭・行末の処理は，ルビ対象文字基準とする。

 LISTNUM list1 \l 2  
段落字下げ　段落開始での字下げは，次のとおりとする。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
字下げなし

 LISTNUM lista\l 1  )
段落行頭1字下げ

備考
節内の第1段落は，字下げなしを採用することがある。

 LISTNUM lista\l 1  )
段落行頭2字下げ

備考
段落字下げの直後に，更に段落開始を示すために開始引用符を置くことがある。

 LISTNUM list1 \l 2  
スコア　下線，上線及び抹消線を扱う。縦組の場合は，下線，上線をそれぞれ左線，右線と読み替える。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
下線　

例
あいうえお
 LISTNUM lista\l 1  )
上線　
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 LISTNUM lista\l 1  )
抹消線　

例
あいうえお
備考1.
下線及び上線（左線及び右線）を傍線と総称することがある。線種については，4.23を参照。

2.
タイ語組版等では，下線又は上線を，文字との接触を避けるために中断させ，語間スペースの箇所で中断させることがある。特性は，“中断”又は“中断しない”のどちらかとする。

 LISTNUM list1 \l 2  
罫（けい）　表4.10に示す罫（けい）線種を扱う。例示する線の太さは参考とし，実際の線幅及び線間は，フォーマタ依存とする。

表 4.10　罫線種
	罫線種
	形　状

	表　罫
	[image: image27.wmf] 



	中太罫
	

	裏　罫
	

	点　線
	

	ミシン罫
	

	一点鎖線
	

	二点鎖線
	

	双柱罫
	

	子持ち罫
	


 LISTNUM list1 \l 2  
行内行　1行を構成する文字列において，行方向に幅をもつ要素が付加されることがある。ここでは，次の要素がそれに該当する。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
注の合印　

 LISTNUM lista\l 1  )
割注　

 LISTNUM lista\l 1  )
圏点　

 LISTNUM lista\l 1  )
添え字　

 LISTNUM lista\l 1  )
ルビ　

 LISTNUM lista\l 1  )
スコア　

これらの要素は，4.24.1及び4.24.2の原則に基づいて組版する。

 LISTNUM list1 \l 3  
行幅　これらの要素が付加されない場合と同一の値とする。

 LISTNUM list1 \l 3  
行の位置　これらの要素が付加されない場合と同一の位置とする。

 LISTNUM list1 \l 2  
罫（けい）巻き　1文字以上の文字列の周囲を罫（けい）線で囲む。罫（けい）巻き対象文字（列），罫（けい）線種，文字からのオフセット及び角丸の特性をもつ。

備考
罫（けい）巻きの範囲が行をまたぐことを許容するかどうかは，フォーマタ依存とする。

 LISTNUM list1 \l 2  
ドロップキャップ　段落の始まりにおいて，開始文字を2行分（デフォルト）の高さとする。行数，文字数，文字の大きさ及びフォントの特性をもつ。

 LISTNUM list1 \l 2  
行取り　行取りは，確保する範囲，行数，及び基本文字サイズの特性をもつ。

 LISTNUM list1 \l 2  
強調のための文字間　指定した文字列において，文字間を広げてその文字列を強調する。文字間スペースの特性をもつ。

 LISTNUM list1 \l 2  
第1段落の識別　第1段落であることを示すために，第1段落に対して，それ以外の段落とは異る書体，又は他の適切な表現を指定する。指定方法は，ライブラリでは規定しない。

 LISTNUM list1 \l 2  
段落の分離記号　段落間の分離を強調するために，段落間に特別な分離記号を置く。段落の分離記号は，グリフ識別子によって指定する。

 LISTNUM list1 \l 1  
DSSSLライブラリの構成　DSSSLライブラリは，多言語環境における構造化文書に対する文書スタイル意味指定言語(DSSSL)によるスタイル指定を簡便に行うことを可能にする。DSSSLライブラリの構成を5.に示し，ライブラリに含まれるファイルの内容を，附属書A～附属書Ｄに示す。

 LISTNUM list1 \l 2  
処理の流れ　DSSSLライブラリの構成及び処理の流れを，図5.1に示す。このDSSSLライブラリを用いるには，スキーム(Scheme)及びDSSSLの処理系が利用可能でなければならない。
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図5.1　DSSSLライブラリの構成
ライブラリは，簡易パラメタのデータ及び次の四つのファイルから成る。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
詳細パラメタ生成プログラム
 LISTNUM lista\l 1  )
関数集合

 LISTNUM lista\l 1  )
ページモデル集合

 LISTNUM lista\l 1  )
流し込みオブジェクト構成規則

 LISTNUM list1 \l 3  
簡易パラメタのデータ　簡易パラメタのデータは，詳細パラメタ生成プログラムのための連想リスト(association list)の形式で与えられる。そのデータを5.2に示す。

簡易パラメタのデータは典型的な組体裁のためのデフォルト値を与える。必要に応じて，幾つかのパラメタデータを簡易パラメタのデータに追加できる。

 LISTNUM list1 \l 3  
詳細パラメタ生成プログラム　詳細パラメタ生成プログラムは，利用者の指定に基づいて，DSSSLで使用する詳細パラメタをスキーム処理系で生成する。そのプログラムを6.に示す。

 LISTNUM list1 \l 3  
関数集合　関数集合は，DSSSL指定における構成規則で使用するDSSSL流し込みオブジェクト生成関数及びそのサポート関数から成る。詳細パラメタは，これらの関数によって参照される。関数集合を7.に示す。

 LISTNUM list1 \l 3  
ページモデル集合　ページモデルは，ページ体裁のDSSSL指定を与える。詳細パラメタは，これらのページモデルによって参照される。指定の詳細を8.に示す。

 LISTNUM list1 \l 3  
流し込みオブジェクト構成規則　特定DTDに対応した実際のDSSSL指定を与えるために，詳細パラメタ，関数集合及びページモデル集合を用いて，DTDに対応してDSSSL流し込みオブジェクトを生成する構成規則を示す。HTML 4.01のDTDに関する構成規則を9.に示す。

 LISTNUM list1 \l 2  
簡易パラメタのデータ　

長さの指定は，単位なしの場合，mm単位とする。

*paper-name* 
paper size description (string, default "a4") 
*paper-direction* 

paper direction（string: "portrait"/"landscape")(default "portrait") 
*writing-direction* 

writing direction (string: "horizontal"/"vertical")(default "horizontal") 
*paper-width* 

paper width ([mm] : *paper-name* dependent) 
*paper-height* 

paper length ([mm]: *paper-name* dependent) 
*column-number* 

number of columns (number)(default 1) 
*base-font-size* 

base font size ([mm]) 
*standard-composition* 

image area specification (string) 
*page-spec* 

basic page specification list (list of body font size, number of character in line, lines in page, line width, column number, space between column) 
*page-region-width* 

image area width ([mm]) 
*page-region-height* 

image area height ([mm]) 
*area-x-ratio* 

area vertical ratio of image area (0.0 through 1.0)(default 0.5) 
*area-y-ratio* 

area horizontal ratio of image area (0.0 through 1.0)(default 0.5) 
*page-region-x-offset* 

page region horizontal offset 
*page-region-y-offset* 

page region vertical offset 
*font-table* 

font information table of heading font (list) 
*ruby-font-size-factor* 

ruby font size ratio from base font size (0.0 through 1.0)(default 0.5) 
*subscript-font-size-factor* 

subscript font size ratio from base font size (0.0 through 1.0)(default 0.3) 
*superscript-font-size-factor* 

superscript font size ratio from base font size (0.0 through 1.0)(default 0.3) 
*base-font-family* 

base font family specification (default "mincho-light, sans-medium") 
*first-line-start-indent*

number of characters of indentation of paragraph (default 1) 
*indent-step* 

length of indentation of ordered list (default 2) 
*has-header-page-number* 

existence of page number at top edge (#t/#f)(default #t) 
*has-header-headline* 

existence of headline at top edge (#t/#f)(default #t) 
*has-footer-page-number* 

existence of page number at tail edge (#t/#f)(default #f) 
*has-footer-headline* 

existence of headline at tail edge (#t/#f)(default #f) 
*headline-rect* 

headline string of rect page (string) 
*headline-verso* 

headline string of verso page (string) 
*footnote-number-desc* 

number description of foot note (string) 
*enum-number-desc* 

top character of ordered list (string) 
*title-number-desc* 

heading number description (string) 
 LISTNUM list1 \l 1  
詳細パラメタ生成プログラム　

;; -*- Scheme -*-
;;

;; parameter-build.scm

;;    -- generate full parameter from spec

;;

;; -- print objects and cr.

(define (print . x)

  (map (lambda (e) (write e)(display " ")) x)

  (newline))

(define (warn . x)

  (map (lambda (e) (display e)(display " ")) x)

  (newline))

;; ------------------------------------------------

;;  storage a generated full parameters into *results*.

;; ------------------------------------------------

(define *results* '())

(define (add-result x) (set! *results* (append *results* (list x))))

;; ------------------------------------------------

;; norm-unit : normalize unit inspec

;;      unit in scheme be 'mm',

;; ------------------------------------------------

;;-- Reference 4.3

(define (Q->pt num) ;; conversion from Q to pt

  (case num

    ((7) 5)    ((8) 5.5)    ((9) 6)    ((10) 7)    ((11) 7.5)

    ((12) 8)   ((13) 9)     ((14) 10)  ((15) 10.5) ((16) 11)

    ((18) 12)  ((20) 14)    ((21) 15)  ((24) 16)  ((26) 18.5) ((28) 20)

    (else (* num (/ 0.25 0.3514)))))

(define (get-unit- nul)

  ;; divide char list into num and unit used in norm-unit

  ;;   ex) (string->list "13.5mm") --> ((#\1 #\3 #\. #\5 #\m #\m))

  (if (memq (car nul) '(#\0 #\1 #\2 #\3 #\4 #\5 #\6 #\7 #\8 #\9 #\.))

      (let ((g (get-unit- (cdr nul))))

        (cons (cons (car nul)(car g)) (cdr g)))

      (list '() nul)))

(define (rm-unit- str org)

  (let* ((x (get-unit- (string->list str)))

         (num (string->number (list->string (car x))))

         (unit (list->string (cadr x))))

    (cond ((eqv? num #f) org) ;; no number part

          ((string=? unit "mm") num) ;; It normalizes completely in mm.

          ((string=? unit "cm") (* num 10.0))

          ((string=? unit "in") (* num 25.4))

; It is 0.3514 times because it is being converted

; into mm after it is changed into pt from Q.

          ((string=? unit "Q") (* (Q->pt num) 0.3514))

          ((string=? unit "q") (* (Q->pt num) 0.3514))

          ;; 1/72 inch(American inch) is follow.

          ;;  ((string=? unit "pt") (* num (/ 25.4 72)))

          ;; a point is made "1pt = 0.3514".

          ((string=? unit "pt") (* num 0.3514))

          ((string=? unit "pica") (* num 4.233333))

          (else (warn "warning : norm-unit : unknown unit name : "

                      unit)

                num))))

;; expression with the unit is normalized in mm.

(define (norm-unit num_w_unit)

  (cond ((number? num_w_unit)

         num_w_unit)

        ((symbol? num_w_unit)

         (rm-unit- (symbol->string num_w_unit) num_w_unit))

        ((string? num_w_unit)

         (rm-unit- num_w_unit num_w_unit))))

;; function that mm makes numerical value stuck.

(define (mm x)

  (cond ((null? x) '())

        ((number? x) (string->symbol (string-append

                                      (number->string x) "mm")))

        ((list? x) (cons (mm (car x))(mm (cdr x))))

        (else x)))

;; function to change into pt only targeting Q.

(define (norm-pt x)

  (let ((QtoPT

         (lambda (s x)

           (let* ((ul (get-unit- (string->list s)))

                  (num (string->number (list->string (car ul))))

                  (unit (list->string (cadr ul))))

             (cond ((eqv? num #f) x) ;; no number part

                   ((string=? unit "Q")

                    (string->symbol (string-append

                                     (number->string (Q->pt num))

                                     "pt")))

                   (else x))))))

    (cond ((null? x) '())

          ((list? x) (cons (norm-pt (car x))(norm-pt (cdr x))))

          ((symbol? x)

           (QtoPT (symbol->string x) x))

          ((string? x)

           (QtoPT x x))

          (else x))))

;  function which makes numerical value an expression with unit pt.

(define (pt x)

  (cond ((null? x) '())

  ((number? x) (string->symbol (string-append (number->string x) "pt")))

  ((list? x)(cons (pt (car x))(pt (cdr x))))

  (else x)))

;  conversion of only numerical value to pt from mm.

(define (mm->pt x)

  (round (/ x 0.3514)))

;; ------------------------------------------------

;; determine-paper-size :

;; decision of *page-width* *page-height*.

;; ------------------------------------------------

(define *paper-size-list*  ;; -- Reference 4.1

  ;;  paper name   X mm       Y mm          ;   X inch    Y inch

  '(("11x17"       (279.4     431.8)  )     ;  (11        17)

    ("a0"          (839.611   1188.16))     ;  (33.0556   46.7778)

    ("a1"          (594.078   839.611))     ;  (23.3889   33.0556)

    ("a2"          (419.806   594.078))     ;  (16.5278   23.3889)

    ("a3"          (297.039   419.806))     ;  (11.6944   16.5278)

    ("a4"          (209.903   297.039))     ;  (8.26389   11.6944)

    ("a5"          (148.519   209.903))     ;  (5.84722   8.26389)

    ("a6"          (104.775   148.519))     ;  (4.125     5.84722)

    ("a7"          (74.0833   104.775))     ;  (2.91667   4.125)

    ("a8"          (52.2111   74.0833))     ;  (2.05556   2.91667)

    ("a9"          (37.0417   52.2111))     ;  (1.45833   2.05556)

    ("a10"         (26.1056   37.0417))     ;  (1.02778   1.45833)

    ("b0"          (1000.48   1413.93))     ;  (39.3889   55.6667)

    ("b1"          (706.967   1000.48))     ;  (27.8333   39.3889)

    ("b2"          (500.239   706.967))     ;  (19.6944   27.8333)

    ("b3"          (353.483   500.239))     ;  (13.9167   19.6944)

    ("b4"          (250.119   353.483))     ;  (9.84722   13.9167)

    ("b5"          (176.742   250.119))     ;  (6.95833   9.84722)

    ("flsa"        (215.9     330.2)  )     ;  (8.5       13)

    ("flse"        (215.9     330.2)  )     ;  (8.5       13)

    ("halfletter"  (139.7     215.9)  )     ;  (5.5       8.5)

    ("ledger"      (431.8     279.4)  )     ;  (17        11)

    ("legal"       (215.9     355.6)  )     ;  (8.5       14)

    ("letter"      (215.9     279.4)  )     ;  (8.5       11)

    ("note"        (190.5     254.0)  )     ;  (7.5       10)

    ;;  ....

    ))

(define (get-paper-size paper_name)

  (assoc paper_name *paper-size-list*))

(define (determine-paper-size spec)

  (let ((pn  (assoc '*paper-name* spec))

        (dir (assoc '*paper-direction* spec))

        (flow-dir (assoc '*writing-direction* spec))

        (w   (assoc '*paper-width* spec))

        (h   (assoc '*paper-height* spec)))

    (if w (set! w (norm-unit (cadr w))))

    (if h (set! h (norm-unit (cadr h))))

    (if (and (not (and w h)) pn)

        (let* ((pnn (cadr pn))

               (xy (assoc pnn *paper-size-list*)))

          (if xy

              (begin

               (set! xy (cadr xy))

               (if (and dir (string=? "landscape" (cadr dir)))

                   (begin

                    (if (not w) (set! w (cadr xy)))

                    (if (not h) (set! h (car xy))))

                   (begin

                    (if (not w) (set! w (car xy)))

                    (if (not h) (set! h (cadr xy))))))

              (warn "unknown paper name.")

              )))

    (if (not (and w h))

        (determine-paper-size (cons '(*paper-name* "a4") spec))

        (begin

          (if pn

              (set! pn (cadr pn))

              (set! pn "none"))

          (add-result `(define *paper-name* ,pn))

          (if dir

              (set! dir (cadr dir))

              (set! dir "portrait"))

          (add-result `(define *paper-direction* ,dir))

          (if flow-dir

              (set! flow-dir (cadr flow-dir))

              (set! flow-dir "horizontal"))

          (add-result `(define *writing-direction* ,flow-dir))

          (add-result `(define *paper-width* ,(mm w)))

          (add-result `(define *paper-height* ,(mm h)))

          (list w h pn dir flow-dir)

          ))))

;; ------------------------------------------------

;;

;; typical composition for books.

;; (horizontal composition, landscape with a4r, etc.)

;; Default value is established.

;;

(define *standard-composition-list*

  '(;  type   paper-direct   writing-mode   column-n

     ("43-14"     (9pt      43   14   18pt     0))

     ("43-15"     (9pt      43   15   18pt     0))

     ("43-16"     (9pt      43   16   17pt     0))

     ("44-17"     (9pt      44   17   16pt     0))

     ("50-18"     (8pt      50   18   15pt     0))

     ("50-19"     (8pt      50   19   14pt     0)))

    (("b6" "portrait" "vertical" 2)

     ("25-20"     (8pt      25   20   14pt     2))

     ("26-20"     (8pt      26   20   14pt     2)))

    (("b6" "portrait" "horizontal" 1)

     ("30-23"     (9pt      30   23   17pt     0))

     ("33-25"     (8pt      33   25   16pt     0))

     ("33-27"     (8pt      33   27   15pt     0))

     ("34-27"     (8pt      34   27   15pt     0)))

    (("b5" "portrait" "vertical" 1)

     ("24-31"     (8pt      24   31   13pt     0)))

    (("b5" "portrait" "horizontal" 1)

     ("43-32"     (9pt      43   32   18pt     0))

     ("regular"  (13Q      42   31   26Q      0)))

    (("b5" "portrait" "horizontal" 2)

     ("23-44"     (9pt      23   44   14pt     2))

     ("22-41"     (9pt      22   41   15pt     2))

     ("25-51"     (8pt      25   51   12pt     2))

     ("regular "  (13Q      22   43   20Q      2))

     ("wide"      (13Q      21   39   22Q      2))

     ("small"     (12Q      23   48   18Q      2)))

    (("a6" "portrait" "vertical" 1)

     ("41-13"     (8pt      41   13   17pt     0))

     ("41-14"     (8pt      41   14   16pt     0))

     ("41-15"     (8pt      42   15   15pt     0))

     ("42-13"     (8pt      42   13   16pt     0))

     ("42-14"     (8pt      42   14   16pt     0))

     ("42-15"     (8pt      42   15   15pt     0))

     ("43-15"     (8pt      43   15   15pt     0))

     ("43-16"     (8pt      43   16   14pt     0))

     ("43-18"     (8pt      43   18   13pt     0))

     ("43-19"     (8pt      43   19   13pt     0)))

    (("a5" "portrait" "vertical" 1)

     ("51-16"     (9pt      51   16   18pt     0))

     ("52-16"     (9pt      52   16   18pt     0))

     ("52-17"     (9pt      52   17   18pt     0))

     ("52-18"     (9pt      52   18   17pt     0))

     ("52-19"     (9pt      52   19   17pt     0)))

    (("a5" "portrait" "vertical" 2)

     ("25-20"     (9pt      25   20   15pt     2))

     ("30-24"     (8pt      30   24   13pt     2))

     ("29-23"     (8pt      29   23   14pt     2)))

    (("a5" "portrait" "horizontal" 1)

     ("35-26"     (9pt      35   26   18pt     0))

     ("35-28"     (9pt      35   28   17pt     0))

     ("35-30"     (9pt      35   30   16pt     0))

     ("40-30"     (8pt      40   30   16pt     0))

     ("38-33"     (8pt      38   33   14pt     0))

     ("regular"   (13Q      34   27   25Q      0))

     ("narrow"    (13Q      34   29   23Q      0))

     ("small"     (12Q      37   28   24Q      0))

     ("narrow-small"  (12Q  36   31   21Q      0)))

    ;; the following a4 is not a standard value.

    (("a4" "portrait" "horizontal" 1)

     ("regular"  (13Q       51    41   24Q      0))

     ("narrow"    (14Q       48    39   25Q      0)))

    (("a4" "portrait" "horizontal" 2)

     ("regular"  (14Q       24    42   23Q      2)))

    (("a4" "portrait" "horizontal" 3)

     ("regular"  (14Q       16    42   23Q      2)))

))

;; a party direction by horizontal writing.

(define (calc-xx cn xx fd)

  (let ((fs  (norm-unit (car xx)))

        (num (norm-unit (cadr xx)))

        (ln  (norm-unit (caddr xx)))

        (lw  (norm-unit (cadddr xx)))

        (cs  (cddddr xx)))

    (if (= (length cs) 0)

        (set! cs 0) ;; if cs is omitted

        (set! cs (car cs)))

    (let ((rw (+ (* cn num fs) (* (- cn 1) cs fs)))

          (rh (* ln lw)))

      (if (string=? fd "horizontal")

          (list rw rh)

          (list rh rw)) )))

(define (get-sc pn dir flow-dir cn sc)

  (let ((e (list pn dir flow-dir cn))(ret #f))

    (set! ret (assoc e *standard-composition-list*))

    (if ret

        (begin

          (set! ret(cdr ret))

          (set! ret (assoc sc ret))

          (if ret

              (cadr ret) ;; return xx

              #f))

        #f)))

;;  *page-spec* is generated when value is incorrect

;;  *standard-composition* isn't given.

(define (get-xx pn dir flow-dir cn )

  (let ((e (list pn dir flow-dir cn))

        (ret #f)

        (sc "default"))

    (set! ret (assoc e *standard-composition-list*))

    (if ret

    (begin

      (set! ret (cdr ret))

      (set! ret (car ret))

      (cadr ret))

 #f)))

(define (determine-regionsize ps spec)

  (let (

        (w   (car ps))

        (h   (cadr ps))

        (pn  (caddr ps))

        (dir (cadddr ps))

        (flow-dir (cadddr (cdr ps)))

        (cn  (assoc '*column-number* spec))

        (xx  (assoc '*page-spec* spec)) ;; (FontSZ Letters Lines Feeds Column space)

        (rw  (assoc '*page-region-width* spec))

        (rh  (assoc '*page-region-height* spec))

        (sc  (assoc '*standard-composition* spec))

        (fs  (assoc '*base-font-size* spec))

        (xr  (assoc '*area-x-ratio* spec))

        (yr  (assoc '*area-y-ratio* spec))

        (xroff (assoc '*page-region-x-offset* spec))

        (yroff (assoc '*page-region-y-offset* spec))

        (x-off 0)

        (y-off 0)

        )

    (if fs (set! fs (cadr fs)))

    (if cn (set! cn (cadr cn)))

    (if (not (number? cn)) (set! cn 1))

    (if rw (set! rw (norm-unit (cadr rw))))

    (if rh (set! rh (norm-unit (cadr rh))))

    (if sc (set! sc (cadr sc)))

    (if xx (set! xx (cadr xx)))

    ;;;; typical compositions.

    ;;

    ;; (1)  Column set + *page-region-width*/*page-region-height*

    ;;

    ;; (2)  Column set + (x x x x x)

    ;;

    ;; (3)  Paper size/direction

    ;;      writing-mode + *standard-composition*

    ;;      Column set

    ;;

    ;; one of them is required. ((1) high priority)

    ;;

    ;; default number of column, single-column-set (*column-number* == 1)

    ;;  

    (if (and (not xx) sc) (set! xx (get-sc pn dir flow-dir cn sc)))

    (if xx

        (begin

          (set! xx (norm-pt xx))

          (let ;; pattern (2) or (3)

              ((ret (calc-xx cn xx flow-dir)))

            (if ret

                (begin

                  (if (not rw) (set! rw (car ret)))

                  (if (not rh) (set! rh (cadr ret)))

                  )))))

    (if cn (add-result `(define *column-number* ,cn)))

    (if xx (add-result `(define *page-spec* ',xx)))

    (if sc (add-result `(define *standard-composition* ,sc)))

    ;; function defined when no region height/width is determined.

        (if (not rw)

        (begin

          (warn "no region width.")

          (set! rw (* w 0.8))))

    (if (not rh)

        (begin

          (warn "no region height.")

          (set! rh (* h 0.8))))

    (add-result `(define *page-region-width* ,(mm rw)))

    (add-result `(define *page-region-height* ,(mm rh)))

    (if (not xx)

    (begin

      (set! xx (get-xx pn dir flow-dir cn))

      (if sc (warn "*standard-composition* error"))

      (if xx

          (begin

        (add-result `(define *page-spec* ,xx))

        (warn "default *page-spec*"))

              (add-result `(undefine *page-spec* #f)))))

;;;;;;;;;;; graphical method using the Unwin module concept 
;;
;;
    (define *gutter-margin* 10mm)
    (define *default-font-size* 15pt)
    (define *a4-width* 210.0mm)
    (define *a4-height* 297.0mm)
    (define-unit linefeed (* *default-font-size* 1.5))
    (declare-initial-value font-size *default-font-size*)
    (declare-initial-value line-spacing 1linefeed)
    (define _PH_ *a4-height*)
    (define _PW_ *a4-width*)
    (define _TM_ (* *gutter-margin* (/ _PH_ _PW_)))
    (define _BM_ (* 2 _TM_))
    (define _LM_ (* 2 _RM_))
    (define _RM_ *gutter-margin*)
    (define _RW_ (* *default-font-size*
                (ceiling (/ (- *a4-width* (* 3 _RM_)) *default-font-size*))))
    (define *linenumber* (ceiling
                 (/ (- (+ (- *a4-height* (* 3 _TM_)) 1linefeed) *default-font-size*)
                    1linefeed)))
    (define _RH_ (+ (* (- *linenumber* 1) 1linefeed) *default-font-size*))
    (define-page-model unwin_module_a4_left
      (filling-direction ‘top-to-bottom)
      (width _PW_)
      (height _PH_)
      (region
        (width _RW_)
        (height _RH_)
        (x-origin (- *a4-width* _RW_ _RM_))
        (y-origin _BM_))
      )
    (define-page-model unwin_module_a4_right
      (filling-direction ‘top-to-bottom)
      (width _PW_)
      (height _PH_)
      (region
        (width _RW_)
        (height _RH_)
        (x-origin _RM_)
        (y-origin _BM_))
      )
    ;;;;;;;;; Position of image area

    ;;

    ;;  when *page-region-x-offset* /

    ;;  *page-region-y-offset* are given, they specify the position of image area.

    ;;  Otherwise, it is the ratio

    ;;   *area-x-ratio* / *area-y-ratio*.

    ;;   default ratio is 0.5.

    ;;

    (if (not xr) (set! xr 0.5))

    (if (not yr) (set! yr 0.5))

    (add-result `(define *area-x-ratio* ,xr))

    (add-result `(define *area-y-ratio* ,yr))

    (if   xroff

        (set! x-off xroff)

        (set! x-off (* (- w rw) xr)))

    (if   yroff

        (set! y-off yroff)

        (set! y-off (* (- h rh) yr)))

    (add-result `(define *page-region-x-offset* ,(mm x-off)))

    (add-result `(define *page-region-y-offset* ,(mm y-off)))

    (if (not fs) (if xx (set! fs (car xx))))

    (if fs (determine-font-size fs spec))

    (list x-off y-off)

    ))

(define (assoc-value e l)

  (let ((ret (assoc e l)))

    (if ret (cdr ret) ret)))

;;

;; Headline character size

;;

;; -- reference 4.19

(define *default-font-table*

  '( (("a5" "portrait" "vertical" (9pt))

      (s   0 (large  14pt 4 4) (medium 12pt 6 3) (small  10pt 7 2))

      (lms 1 (large  14pt 4 3) (medium 12pt 6 2) (small  10pt 7 2))

      (lm  1 (large  14pt 4 2) (medium 12pt 6 3))

      (ls  1 (large  14pt 4 3)                   (small  10pt 7 2))

      (ms  1                   (medium 12pt 6 2) (small  10pt 7 2))

      (n   2))

     (("a5" "portrait" "horizontal" (9pt 8pt))

      (s   0 (large  14pt 'c 4) (medium 12pt 'c 3) (small  10pt 'c 2))

      (lms 1 (large  14pt 'c 3) (medium 12pt 'c 2) (small  10pt 'c 2))

      (lm  1 (large  14pt 'c 2) (medium 12pt 'c 3))

      (ls  1 (large  14pt 'c 3)                   (small  10pt 'c 2))

      (ms  1                   (medium 12pt 'c 2) (small  10pt 'c 2))

      (n   2))))

; default *font-table*

(define (determine-font-size fs flow-dir spec)

  (if fs (add-result `(define *base-font-size* ,fs)))

  (let ((jtm (assoc '*font-table* spec)))

    (if jtm

        (add-result `(define *font-table* ',jtm))

       ; for later feasibility, "vertical", "horizontal" are judged,

       ; and default *font-table* is returned.

        (begin

          (if (string=? flow-dir "vertical")

              (set! jtm (cdr (list-ref *default-font-table* 0)))

              (set! jtm (cdr (list-ref *default-font-table* 1))))

          (add-result `(define *font-table*',jtm)))

        ))) ;; --- need to fix .....

;; default items/chapter number/footnote number

(define *default-footnote-number-desc*

  '(#f #f "" "" ")")

)

(define *default-enum-number-desc*

  '(((1) #f "(" "" ")")   ;; (1)

    ((2) 'ABC "" "" ".")  ;;   A.

    ((3) 'abc "" "" ")")  ;;    a)

))

(define *default-title-number-desc*

  '(((1) #f "第" "." "章")  ;; 第1章

    ((2) #f     ""   "." "節")  ;; 1.1

    ((3) #f     ""   "." "項")  ;; 1.1.1

    ((n) #f     ""   "." ""))   ;; 1.1.1.1

)

(define (check-other-defs spec)

  (let ((rubi-f (assoc-value '*rubi-font-size-factor* spec))

        (subs-f (assoc-value '*subscript-font-size-factor* spec))

        (sups-f (assoc-value '*superscript-font-size-factor* spec))

    (bfw    (assoc-value '*base-font-weight* spec))

    (bfp    (assoc-value '*base-font-posture* spec))

        (bff    (assoc-value '*base-font-family* spec))

;       (tff    (assoc-value '*title-font-family* spec))

        (findf  (assoc-value '*first-line-start-indent* spec))

        (indf   (assoc-value '*indent-step* spec))

        (hhn    (assoc-value '*has-header-pagenumber* spec))

        (hhh    (assoc-value '*has-header-headline*  spec))

        (hfn    (assoc-value '*has-footer-pagenumber* spec))

        (hfh    (assoc-value '*has-footer-headline*  spec))

        (hr     (assoc-value '*headline-rect* spec))

        (hv     (assoc-value '*headline-verso* spec))

        (fs     (assoc-value '*footnote-style* spec))

        (ins (assoc-value '*interlinenote-style* spec))
        (fe     (assoc-value '*footnote-exp* spec))

        (fn-nd  (assoc-value '*footnote-number-desc* spec))

        (en-nd  (assoc-value '*enum-number-desc* spec))

        (tt-nd  (assoc-value '*title-number-desc* spec))

        )

    (add-result `(define *rubi-font-size-factor* ,(if rubi-f (car rubi-f) 0.5)))

    (add-result `(define *subscript-font-size-factor*

                   ,(if subs-f (car subs-f) 0.3)))

    (add-result `(define *superscript-font-size-factor*

                   ,(if sups-f (car sups-f) 0.3)))

    (add-result `(define *base-font-weight*

                  ',(if bfw (car bfw) 'medium)))

    (add-result `(define *base-font-posture*

                  ',(if bfp (car bfp) 'upright)))

    (add-result `(define *base-font-family*

                   ',(if bff (car bff) "mincho-light,sans-medium"))) ;; The default of the font name.

;    (add-result `(define *title-font-family*

;                 ',(if tff (car tff) "gochic-light,times-medium"))) ;; The default of the font name.

    (add-result `(define *first-line-start-indent*

                 ,(if findf (car findf) (* 1 *base-font-size*)))) ;; indent size at the beginning of the paragraph.

;;;;;; two em indentation

;;  (add-result `(define *first-line-start-indent* ,

;;    (if findf (car findf) (* 2 *base-font-size*))))
    (add-result `(define *indent-step* ,(if indf (car indf) (* 2 *base-font-size*)))) ;; indent step size

    (add-result `(define *has-header-pagenumber* ,(if hhn (car hhn) #t)))

    (add-result `(define *has-header-headline*  ,(if hhh (car hhh) #t)))

    (add-result `(define *has-footer-pagenumber* ,(if hfn (car hfn) #f)))

    (add-result `(define *has-footer-headline*  ,(if hfh (car hfh) #f)))

    (add-result `(define *headline-rect*  ,(if hr (car hr) " ")))

    (add-result `(define *headline-verso*  ,(if hv (car hv) " ")))

    (add-result `(define *footnote-exp*  ,(if fe (car fe) "[]")))

    (add-result `(define *footnote-exp* ,(if ins (car ins) " ")))
    (add-result `(define *footnote-number-desc*

                   ,(if fn-nd (car fn-nd)

                        *default-footnote-number-desc*)))

    (add-result `(define *enum-number-desc*

                   ,(if en-nd (car en-nd)

                        *default-enum-number-desc*)))

    (add-result `(define *title-number-desc*

                   ,(if tt-nd (car tt-nd)

                        *default-title-number-desc*)))

))

;;

;; top function

;;

(define (build-page page-spec)

;  (set! *results* '())

  (set! *results* '( ;; It is defined in advance, of the spider.

                    (define-unit Q 0.25mm)

                    (define-unit pt 0.3514mm)

                    ;(define-unit pi (/ 1in 6))

                    ;(define-unit pt (/ 1in 72))

                    ;(define-unit px (/ 1in 96))

                 ))

  (let* ((wh  (determine-paper-size page-spec)))

    (determine-region size wh page-spec)

    (check-other-defs page-spec)

    *results*

))

;(define (r) (pp *results*))

(define (r)

  (let loop ((rs *results*))

    (cond ((null? rs) #t)

          (else

           (print (car rs))

           (loop (cdr rs))))))

;;;;; sample

;

(define page-spec

  '(

    (*paper-name* "b5")

    (*paper-direction* "portrait") ;; "landscape" / "portrait"

    (*standard-composition* "standard")

    (*column-number* 1)

    ))

;

(build-page page-spec)

(r)

;

(define PI

  (if (first-sibling? (current-node))

      (make paragraph

        first-line-start-indent: 0pt)

      (make paragraph

        first-line-start-indent: 10pt) ;1em

    ))

;; <!ENTITY % ISOnum PUBLIC
;;   "ISO 8879:1986//ENTITIES Numeric and Special Graphic//EN">

(define (openquote)

  (make sequence

    (literal "&quot;")))
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;; -*- Scheme -*-
;;                Amended Functions.dsl

;

; Numbering Functions for section and footnote

;

(define (char-repeat sym num)

  (string-append (char-repeat sym (- num 1)) sym))

(define (num->alpha num)

  (substring " abcdefghijklmnopqrstuvwxyzABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ"

             num (+ num 1)))

(define (num->alphaCAP num)

  (substring " ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ"

             num (+ num 1)))

(define (num->kanji num) ;; Assume max 2 digit.

  (if (> num 10)

      (string-append (if (= (quotient num 10) 1)

                         ""

                         (num->kanji (quotient num 10)))

                     "十"

                     (num->kanji (remainder num 10)))

      (case num

        ((0) "〇") ((1) "一") ((2) "二") ((3) "三") ((4) "四") ((5) "五")

        ((6) "六") ((7) "七") ((8) "八") ((9) "九") ((10) "十"))))

;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;Roma numbering function

(define (num->roma num)

  (format-number num "i"))

(define (make-num n exp)

  (case exp

    (('abc) (num->alpha n))

    (('ABC) (num->alphaCAP n))

    (('kanji) (num->kanji n))

    (('roma) (num->roma n))

;    (('hira) (num->hira n))

;    (('kata) (num->hira n))

;    (('iroha-hira) (num->hira n))

;    (('iroha-kata) (num->hira n))

    (('asterisk)  (char-repeat "*" n))

    (('dag) (char-repeat "†" n))  ;Dag, ddag, P, S and Vert follow TeX.

    (('ddag) (char-repeat "‡" n))

    (('P) (char-repeat "¶" n))

    (('S) (char-repeat "§" n))

    (('Vert) (char-repeat "∥" n))

    (('sharp)  (char-repeat "#" n))

    (else (number->string n))

))

(define (make-numbering nl desc)

(if (equal? #f desc)

  (make-numbering nl *title-number-desc*)

  (letrec ((num-member

            (lambda (e l)

              (cond ((not(list? l)) #f)

                    ((member e l) #t)

                    ((eq? 'nl (car (reverse l)))

                     (let* ((ll (reverse (cdr (reverse l)))))

                       (if (> (length ll) 0)

                           (> e (apply max ll))

                           #t)))

                    (else #f))))

           (match-level

            (lambda (level desc)

              (cond ((null? desc) #f)

                    ((not (list? (car desc))) desc)

                    ((not (list? (caar desc))) (car desc)) ; non-list

                    ((num-member level (caar desc)) (car desc))

                    (else (match-level level (cdr desc)))

                    )))

           (make-infix

            (lambda (nl num infix)

;             (cond ((eqv? 'last infix)                 to be revised

              (cond ((or (eqv? 'last infix) (eqv? "" infix))

                     (make-num (car (reverse nl)) num))

                    ((null? (cdr nl))

                     (make-num (car nl) num))

                    (else

                     (string-append

                      (make-num (car nl) num)

                      infix

                      (make-infix (cdr nl) num infix)))))))

    (cond ((number? nl) (make-numbering (list nl) desc))

          ((not (list? nl)) "")

          ((not (list? desc)) "")

          ((match-level (length nl) desc)

;           => (lambda (d)                             to be revised

            (let ((d (match-level (length nl) desc)))

                (string-append

                 (caddr d) ;; pre

                 (make-infix nl (cadr d)(cadddr d))

                 (cadddr (cdr d)) ;; post

                 )))

          (else "")))))

;; Paragraph

(define *paragraph-style* ;; Base set of paragraph

  (style

   font-size: *base-font-size*

   font-weight: *base-font-weight*

   font-posture: *base-font-posture*

   font-family-name: *base-font-family*

   line-spacing: (cadddr *page-spec*)

   quadding: 'start ;; Left alignment.

   ))

(define *fli-paragraph-style* ;; Indented paragraph

  (style

   use: *paragraph-style*

   first-line-start-indent: *first-line-start-indent*

   ))

(define (FIRST-ITEM-WITHOUT-LINEBREAK #!optional (snl (current-node)))

  (if (first-sibling? snl)

      (make sequence

        (literal (format-number (child-number snl) "&glyph;") ")")

        (process-children))

      (make paragraph

;        start-indent: (+ (inherited-start-indent) 10pt)

        (literal (format-number (child-number snl) "&glyph;") ")")

        (process-children))))

;; 4.29 First paragraph identification

(define (FIRST-PARAGRAPH-IDENTIFICATION)

  (make paragraph

    font-family-name: (if (first-sibling? (current-node))

                          "&FontName;"     ;Arbitrary fontname toward first paragraph

                          "&FontName;"     ;Arbitrary fontname toward after second paragraph

)))

; (define (FIRST-PARAGRAPH-IDENTIFICATION)

;   (if (first-sibling? (current-node))

;       (make paragraph

;         ;; first paragraph characteristic

;         ;; ...

;         )

;       (make paragraph

;         ;; other paragraphs characteristic

;         ;; ...

;         )))

;; 4.30 Paragraph separator

(define (PARAGRAPH-SEPARATOR)

  (make display-group

    (make leader (literal "&glyph;"))

    (make paragraph (process-children))

    (make leader (literal "&glyph;"))))

;; Headline/page number

;;     - See PAGE-HEADER and PAGE-FOOTER,  Here only style.

(define *header-footer-style*

  (style

   use: *paragraph-style*

   font-size: (* *base-font-size* 1.0)

   line-spacing: (* (cadddr *page-spec*) 1.0)

   ;;font-posture: 'italic

   ))

;; Footnote

(define *footnote-style*

  (style

   use: *paragraph-style*

   font-size: (* *base-font-size* 1.0)

   line-spacing: (* (cadddr *page-spec*) 1.0)

   ))

;; word-length adjustment

(define (word-length adjustment n)

  (make line-field

        field-width: (* *base-font-size* n) ;; n word-length adjustment

        (make paragraph

              quadding: 'justify

              last-line-quadding: 'justify

              (process-children))))

;; Caption

;;; node count function

(define (GET-HEADING-NUMS node-list)

;   (make-numbering (element-number-list node-list)))     to be revised

    (make-numbering (element-number-list node-list) #f))

;; Ruby

;;;;;;; improvement (glyph-annotation) ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (RUBY)

;  (make glyph-annotation                                                to be revised

;        annotation-glyph-placement: 'centered

;        annotation: (process-matching-children 'yomi)

;        (process-children)))

;

;(define (RUBY-ALTERNATIVE . f)

;  (let ((factor (if (null? f) *ruby-font-size-factor* (car f))))

;    (make paragraph

;          font-size: (* (inherited-font-size) factor)

;          (process-children))))

;;;;;; (glyph-annotation) ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

(define (RUBY-ALTERNATIVE)

  (sosofo-append

    (literal "(")

    (process-children)

    (literal ")")))

;; superscript / subscript

;     period allows to omit the argument.

;     processor does not support the syntax.

;(define (SUBSCRIPT . f)                              to be revised

(define (SUBSCRIPT   f)

  (let ((factor (if (null? f) *subscript-font-size-factor* (car f))))

    (make math-sequence

          math-display-mode: 'inline

          (make subscript

                font-size: (* (inherited-font-size) factor)

                (process-children)))))

;(define (SUPERSCRIPT . f)                               to be revised

(define (SUPERSCRIPT   f)

  (let ((factor (if (null? f) *superscript-font-size-factor* (car f))))

    (make math-sequence

          math-display-mode: 'inline

          (make superscript

                font-size: (* (inherited-font-size) factor)

                (process-children)))))

;; Underline

(define (UNDERLINE)

  (make score

        type: 'after

        (process-children)))

;; THAI_Underline

(define (THAI_UNDERLINE)

  (make score

   type: 'after 

;; Note This specification is dependend to implementation.

;; When specified language is Thai and the value of type is ‘after, 

;; underline must avoid if glyph is available on underline position

   (process-children)))

;; Inlinenote

;;;;;; improvement (multi-line-inline-node) ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (INLINENOTE)

;  (make multi-line-inline-node ;; see ISO/IEC10179 12.6.24          to be revised

;        (process-children)))

;; Emphasized mark

;;;;;; improvement (emphasizing-mark) ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

(define (EMPHASIZING-MARK)

  (make emphasizing-mark

    mark: (make mark
            (sosofo-label (literal "&dot;") 'over-mark)
            (sosofo-label (literal "&dot;") 'under-mark))

    ;;;; mark-style: Public Identifier ;;;;

    (process-children)))
;; Font / Typeface

(define (BOLD-SEQ)

  (make sequence

    font-weight: 'bold

    (process-children)))

(define (ITALIC-SEQ)

  (make sequence

    font-posture: 'italic

    (process-children)))

(define (BOLD-ITALIC-SEQ)

  (make sequence

        font-weight: 'bold

        font-posture: 'italic

        (process-children)))

(define (STRIKE-SEQ)

  (make score

    type: 'through

    (process-children)))

;; List

(define (MAKE-ENUM-EXP nul)

  (make-numbering nul *enum-number-desc*))

;;;;;;; to be revised ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (LIST-CONTAINER)

;  (make display-group

;        ;space-before:

;        ;space-after:

;        start-indent: (inherit-start-indent)

;))

;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

(define (LIST-CONTAINER)

  (make display-group

        ;space-before:

        ;space-after:

        start-indent: (+ (inherited-start-indent) *indent-step*)

))

;;;;;;; to be revised ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (LIST-ELEMENT lhead)  ;; lhead -- list head string

;  (make paragraph

;        use: *paragraph-style*

;        ;space-before:

;        start-indent: (+ (inherit-start-indent) *indent-step*)

;        first-line-start-indent: (- *indent-step*)

;        (make line-field

;              field-width: *indent-step*

;              (literal lhead))

;        (process-children-trim)))

;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

(define (LIST-ELEMENT lhead)  ;; lhead -- list head string

  (make paragraph

        use: *paragraph-style*

        ;space-before:

        start-indent: (inherited-start-indent)

        first-line-start-indent: (- *indent-step*)

        (make line-field

              field-width: *indent-step*

              (literal lhead))

        (process-children-trim)))

;; 4.17.1 Ordered list

(define (NESTED-NUMBERING element-name #!optional (snl (current-node)))

  (let* ((numl (hierarchical-number-recursive element-name snl)) ; number list

         (len (length numl))

         (num (child-number snl)))

    (make paragraph

;      start-indent: (+ (inherited-start-indent) 10pt)

      (literal

       (let loop ((i len))

         (if (<= 0 i)

             (string-append (format-number num "&glyph;") (loop (- i 1)))

             ""))

       ") ")

      (process-children))))

;; 4.17.1 Ordered list with string bullet item

(define (STRING-BULLET-ELEMENT)

  (make paragraph

     use: *paragraph-style*

     ;;string-bullet-list: '(list("one" "two" "\"three\"" "four")).

    (process-children-trim)))

;; Title

;;;;;;; to be revised ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (TITLE-LARGE)

;  (make paragraph

;        use: *paragraph-style*

;        font-size: (list-ref *font-table* 2)

;        font-weight: 'bold

;        space-before:

;        (car

;         (case (gi (first (children (current-node))))

;           (("h2" "h3") (car (title-vertical-spacing "h1" 2)))

;           (else  (car (title-vertical-spacing "h1" 0)))))

;        space-after:

;        (cadr

;         (case (gi (first (children (current-node))))

;           (("h2" "h3") (cadr (title-vertical-spacing "h1" 2)))

;           (else  (cadr (title-vertical-spacing "h1" 0)))))

;        escapement-space-after: ;; used by character flow object class.

;        (title-char-spacing (count (children (current-node))) *paper-name*)

;        (literal (GET-HEADING-NUMS '("H1")))

;        (literal "  ")

;        (process-children)))

;;;;;;; to be revised ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (TITLE-MEDIUM)

;  (make paragraph

;        use: *paragraph-style*

;        font-size: (list-ref *font-table* 3)

;        font-weight: 'bold

;        space-before:

;        (let ((b1 (absolute-first-sibling? (current-node)))

;              (b2 (string=? (gi (first (children (current-node)))) "h3")))

;          (car

;           (cond

;            ((and b1 b2) (title-vertical-spacing "h2" 3))

;            ((and (not b1) b2) (title-vertical-spacing "h2" 2))

;            ((and b1 (not b2)) (title-vertical-spacing "h2" 1))

;            (else (title-vertical-spacing "h2" 0)))))

;        space-after:

;        (let ((b1 (absolute-first-sibling? (current-node)))

;              (b2 (string=? (gi (first (children (current-node)))) "h3")))

;          (cadr

;           (cond

;            ((and b1 b2) (title-vertical-spacing "h2" 3))

;            ((and (not b1) b2) (title-vertical-spacing "h2" 2))

;            ((and b1 (not b2)) (title-vertical-spacing "h2" 1))

;            (else (title-vertical-spacing "h2" 0)))))

;        escapement-space-after:

;        (title-char-spacing (count (children (current-node))) *paper-name*)

;  ;      (make embedded-text   ;; Title number                   to be revised

;              direction: 'right-to-left

;              escapement-space-after: 0

;              (literal (GET-HEADING-NUMS '(H1 H2)))

;              (literal "  ")

;               )

;        (process-children)))

;;;;;;; to be revised ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (TITLE-SMALL)

;  (make paragraph

;        use: *paragraph-style*

;        font-size: (list-ref *font-table* 4)

;        font-weight: 'bold

;        space-before:

;        (car

;         (if (absolute-first-sibling? (current-node))

;             (title-vertical-spacing "h2" 1)

;             (title-vertical-spacing "h2" 0)))

;        space-after:

;        (cadr

;         (if (absolute-first-sibling? (current-node))

;             (title-vertical-spacing "h2" 1)

;             (title-vertical-spacing "h2" 0)))

;        escapement-space-after:

;        (title-char-spacing (count (children (current-node))) *paper-name*)

; ;       (make embedded-text   ;; Title number                 to be revised

;              direction: 'right-to-left

;              escapement-space-after: 0

;              (literal (GET-HEADING-NUMS '(H1 H2 H3)))

;              (literal "  ")

;               )

;        (process-children)))

;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

(define (TITLE-LARGE)

  (make paragraph

        use: *paragraph-style*

        font-size: (list-ref (list-ref *font-table* 1) 1)

        font-weight: 'bold

        space-before:

        (car

         (case (gi (first (children (current-node))))

           (("h2" "h3") (title-vertical-spacing "h1" 2))

           (else (title-vertical-spacing "h1" 0))))

        space-after:

        (cadr

         (case (gi (first (children (current-node))))

           (("h2" "h3") (title-vertical-spacing "h1" 2))

           (else (title-vertical-spacing "h1" 0))))

        escapement-space-after:

           (title-char-spacing (count (children (current-node))) *paper-name*)

        (literal (GET-HEADING-NUMS '("H1")))

    (literal "  ")

        (process-children)))

;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

(define (TITLE-MEDIUM)

  (make paragraph

        use: *paragraph-style*

        font-size: (list-ref (list-ref *font-table* 2) 1)

        font-weight: 'bold

        space-before:

        (let ((b1 (absolute-first-sibling? (current-node)))

              (b2 (string=? (gi (first (children (current-node)))) "h3")))

          (car

           (cond

            ((and b1 b2) (title-vertical-spacing "h2" 3))

            ((and (not b1) b2) (title-vertical-spacing "h2" 2))

            ((and b1 (not b2)) (title-vertical-spacing "h2" 1))

            (else (title-vertical-spacing "h2" 0)))))

        space-after:

        (let ((b1 (absolute-first-sibling? (current-node)))

              (b2 (string=? (gi (first (children (current-node)))) "h3")))

          (cadr

           (cond

            ((and b1 b2) (title-vertical-spacing "h2" 3))

            ((and (not b1) b2) (title-vertical-spacing "h2" 2))

            ((and b1 (not b2)) (title-vertical-spacing "h2" 1))

            (else (title-vertical-spacing "h2" 0)))))

        escapement-space-after:

        (title-char-spacing (count (children (current-node))) *paper-name*)

        (literal (GET-HEADING-NUMS '("H1" "H2")))

        (literal "  ")

        (process-children)))

;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

(define (TITLE-SMALL)

  (make paragraph

        use: *paragraph-style*

        font-size: (list-ref (list-ref *font-table* 3) 1)

        font-weight: 'bold

        space-before:

        (car

         (if (absolute-first-sibling? (current-node))

             (title-vertical-spacing "h2" 1)

             (title-vertical-spacing "h2" 0)))

        space-after:

        (cadr

         (if (absolute-first-sibling? (current-node))

             (title-vertical-spacing "h2" 1)

             (title-vertical-spacing "h2" 0)))

        escapement-space-after:

        (title-char-spacing (count (children (current-node))) *paper-name*)

        (literal (GET-HEADING-NUMS '("H1" "H2" "H3")))

        (literal "  ")

        (process-children)))

;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;Some additional definitions

(define (caar a)

    (car (car a)))

(define (cadr a)

    (car (cdr a)))

(define (caddr a)

    (car (cdr (cdr a))))

(define (cadddr a)

    (car (cdr (cdr (cdr a)))))

(define (first a)

    (node-list-first a))

(define (eq? a b)

        (if (and (not (list? a)) (not (list? b)))

        (equal? a b)

        #f))

(define (eqv? a b)

    (eq? a b))

(define (count nl)

     (node-list-count nl))

(define (node-list-count nl)

  (node-list-length (node-list-remove-duplicates nl)))

(define (node-list-remove-duplicates nl)

  (node-list-reduce nl

                    (lambda (result snl)

                      (if (node-list-contains? result snl)

                          result

                          (node-list result snl)))

                    (empty-node-list)))

(define (node-list-contains? nl snl)

  (node-list-reduce nl

                    (lambda (result i)

                      (or result

                          (node-list=? snl i)))

                    #f))

(define (string=? a b)

    (if (and (string? a) (string? b))

        (equal? a b)

        #f))

(define (ENCLOSURE)

  (make box

    (

;;     box-size-before: specification of the length between  before line and placement-path

;;     box-size-after: specification of the length between  after line and placement-path

;;     box-size-start: specification of the length between  end line and first glyph

;;     box-size-end: specification of the length between  start line and last glyph

       box-open-end?: #t

      (process-children))))

;; NOTE Dropcap specification using the flow object class of table. 

(define (dropcap scale num str width)

  ;; width is number of characters in one line

  (let* ((len (string-length str))

         (fsize (* *font-size* scale))

         (b (* (- width (* scale num)) scale))

         (a (if (< b len) (+ b num) len))

        )

    (make table

      (make table-column width: (* fsize num))

      (make table-column)

      (make table-row

        (make table-cell

          (make paragraph

            line-spacing: (if (< *line-spacing* fsize) fsize *line-spacing*)

            font-size: fsize

            (literal (substring str 0 num))))

        (make table-cell

          (make paragraph

            (literal (substring str num a)))))

      (make table-row

        (make table-cell

          n-columns-spanned: 2

          (make paragraph

            (literal (substring str a len)))))

      )))
;; NOTE Dropcap specification using the characteristic of dropcap introduced in Amendment 2 to ISO/IEC 10179

(define (DROPCAP)

  (make paragraph

    ;; drop-character-number: specification of the number of characters can be displayed as drop cap characters

    ;; dropcap-height: specification of height of a dropcap region expressed by pt

    ;; dropcap-width: specification of width of a dropcap region expressed by pt

   ))
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;; -*- Scheme -*-
;;                Amended Pagemodel.dsl

;; Additional characteristics

;; Ruby character sequence cannot be extended over the Kanji

(declare-characteristic ruby-style "-//JIS//TR X 0010//JP" #t)

;; Patterns of line.

(declare-characteristic line-style "-//JIS//TR X 0010//JP" rule)

;; Ruby and emphasized mark don't increase line space. 

(declare-characteristic layout-rule "-//JIS//TR X 0010//JP" #t)

;;

;; Page model

;; Default height of header/footer, for 2 lines.

(define *header-height* (* (cadddr *page-spec*) 2))

(define *footer-height* (* (cadddr *page-spec*) 2))

;; *page-region-y-offset* is distance from top left. Change into bottom left.

;; In addition to, region contains header/footer.

(define *pr-y-off*

  (- *paper-height* *page-region-y-offset*

     *page-region-height* *footer-height*))

;;;;;;; improvement (page-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define-page-model standard-rect-page

;  (filling-direction 'top-to-bottom)

;  (width *paper-width*)

;  (height *paper-height*)

;  (region

;    (x-origin *page-region-x-offset*)

;    (y-origin *pr-y-off*)

;   (width *page-region-width*)

;   (height (+ *page-region-height* *header-height* *footer-height*))

;    (header

;      (height *header-height*)

;     (width *page-region-width*)

;      (generate (HEADER-CONTENT 'rect)))

;   (footer

;      (height *footer-height*)

;      (width *page-region-width*)

;      (generate (FOOTER-CONTENT 'rect)))

;   ))

;;;;;;; improvement (page-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define *verso-pr-x-off*

;  (- *paper-width* *page-region-x-offset* *page-region-width*))

;;;;;;; improvement (page-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define-page-model standard-verso-page

;  (filling-direction 'top-to-bottom)

;  (width *paper-width*)

;  (height *paper-height*)

;  (region

;   (x-origin *verso-pr-x-off*)

;   (y-origin *pr-y-off*)

;   (width *page-region-width*)

;   (height (+ *page-region-height* *header-height* *footer-height*))

;   (header

;    (height *header-height*)

;    (width *page-region-width*)

;    (generate (PAGE-HEADER 'verso)))

;   (footer

;    (height *footer-height*)

;    (width *page-region-width*)

;    (generate (PAGE-FOOTER 'verso)))

;   ))

;;

;; Specification of headline and page number.

;;

;;      *has-header-pagenumber*

;;      *has-header-headline*

;;      *has-footer-pagenumber*

;;      *has-footer-headline*

;;      *headline-rect* (string)

;;      *headline-verso* (string)

;;

;;   space for Headline and page number, Em.

;;

;;;;;;; improvement (page-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (PAGE-HEADER side)

;  (make paragraph

;        use: *header-footer-style* ;;*paragraph-style*

;        quadding: (if (eq side 'verso) 'end 'start)

;        (case side

;          (('rect)

;           (sosofo-append ((if *has-header-pagenumber*

;                               (MAKE-PAGE-NUMBER) #f)

;                           (literal "  ")

;                           (if *has-header-headline*

;                               (literal *headline-rect*) #f)

;          )))

;         (else

;           (sosofo-append ((if *has-header-headline*

;               (literal *headline-verso*) #f)

;           (if *has-header-pagenumber*

;               (progn

;                (literal "  ")

;                (MAKE-PAGE-NUMBER)) #f)

;           )))

;        )))

;;;;;;; improvement (page-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (PAGE-FOOTER side)

;  (make paragraph

;        use: *header-footer-style* ;;*paragraph-style*

;        space-before: *base-font-size* ;; 1 line space

;        quadding: (if (eq side 'verso) 'end 'start)

;        (case side

;          (('rect)

;           (sosofo-append ((if *has-footer-pagenumber*

;                               (MAKE-PAGE-NUMBER) #f)

;                           (literal "  ")

;                           (if *has-footer-headline*

;                               (literal *headline-rect*) #f)

;           )))

;          (else

;            (sosofo-append ((if *has-footer-headline*

;                (literal *headline-verso*) #f)

;            (if *has-footer-pagenumber*

;                (progn

;                  (literal "  ")

;                  (MAKE-PAGE-NUMBER)) #f)

;           )))

;        )))

(define MAKE-PAGE-NUMBER

  ;;(literal "page ")

  (page-number-sosofo)  ;; Number only

)

;;

;; Set footnote

;;

(define (MAKE-FOOTNOTE-EXP num)  ;; Expression footnote

  (make-numbering num *footnote-number-desc*))

;;;;;;; improvement (included-container-area);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (FOOTNOTE)

;  (let ((footnote-exp (MAKE-FOOTNOTE-EXP (footnote-number 'page))))

;     ;; First, only footnote number every page.

;     ;; reference mark position of note is where (FOOTNOTE) is called .

;    (make sequence

;          (make included-container-area                   to be revised

;                use: *footnote-style*

;                display?: #f

;                (literal footnote-exp))

;          (make paragraph

;                label: 'footnote

;                (literal footnote-exp)

;                (literal "  ")

;                (process-children)))))

;;;;;;; (included-container-area);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;------Footnote number only-------;

(define (FOOTNOTE)

    (make superscript

        font-size: (* (inherited-font-size) *superscript-font-size-factor*)

        (literal (MAKE-FOOTNOTE-EXP (element-number (current-node))))))

;;;;;;; (included-container-area);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;------Footnote contents----------;

(define (FOOTNOTE-CONTENTS)

    (with-mode FOOT-MODE

        (process-node-list (node-matching-list (parent (current-node)) "FN"))))

;;;;;;; (included-container-area);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

(mode FOOT-MODE

    (element FN

        (make paragraph

            (literal (MAKE-FOOTNOTE-EXP (element-number (current-node))))

            (process-children))))

;; 4.10.1.1 Interlinenote

(define (INTERLINENOTE)

  (let ((factor (if (null? f) *superscript-font-size-factor* (car f))))

    (make interlinenote

      font-size: (* (inherited-font-size) factor)

      ;;writing-mode:

      ;;position:

      ;;note-width:

      ;;note-height:

      (process-children))))
;;;;;;; (included-container-area);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;----Searches in the subgrove whose roots are each member of nl for element matching pattern.----;

(define (node-matching-list nl pattern)

    (let (

            (first (node-list-first  nl))

            (rest (node-list-rest  nl)))

        (if (node-list-empty? first)

            first

            (node-list

                (if (string=? pattern (gi first))

                    first

                    (node-list-rest first))

                (node-matching-list (children first) pattern)

                (node-matching-list rest pattern)))))

;;;;;;; improvement (included-container-area);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (FOOTNOTE-SEPARATOR)

;  (make rule

;        orientation: 'horizontal

;        line-thickness: 1pt

;        ))

;;

;; Set column

;;

;;;;;;; improvement (column-set-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define *column-width* (* (cadr *page-spec*)(caddr *page-spec*)))

;(define *column-width+gap*

;  (let ((gap (cddddr *page-spec*)))

;    (if (null? gap)

;        *column-width*

;        (* (cadr *page-spec*)(+ (caddr *page-spec*) (car gap))))))

;;;;;;; improvement (column-set-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define (filling-dir fld) ;; Filling direction is perpendicularity if

                           ;; how to set type is vertical.

;  (if (equal fld 'vertical)

;      'left-to-right

;      'top-to-bottom))

;;;;;;; improvement (column-set-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define-column-set-model standard-one-column-model

;  (filling-direction (filling-dir *writing-dir*))

;  (column-subset

;   (column

;    (x-origin 0)

;    (width *column-width*)

;    (footnote-separator

;     (generate (FOOTNOTE-SEPARATOR))

;   (flow '(footnote footnote) )

;   ))

;))

;;;;;;; improvement (column-set-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;  (filling-direction (filling-dir *writing-dir*))

;  (column-subset

;   (column

;    (x-origin 0)

;    (width *column-width*))

;   (column

;    (x-origin *column-width+gap*)

;   (width *column-width*)

;   (footnote-separator

;   (generate (FOOTNOTE-SEPARATOR))

; (flow '(footnote footnote) )

;   ))

;))

;;;;;;; improvement (column-set-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;(define-column-set-model standard-three-column-model

;  (filling-direction (filling-dir *writing-dir*))

;  (column-subset

;   (column

;    (x-origin 0)

;    (width *column-width*))

;   (column

;    (x-origin *column-width+gap*)

;    (width *column-width*))

;   (column

;    (x-origin (* 2 *column-width+gap*))

;    (width *column-width*)

;    (footnote-separator

;     (generate (FOOTNOTE-SEPARATOR))

;   (flow '(footnote footnote) )

;   ))

;))

;; Functions to generate top level flow object.

;;      Call with top level construction rule.

;;

;;;;;;; improvement (page-sequence, column-set-sequence, included-container-area);;;

;(define (STANDARD-PAGE-SEQUENCE)

;  (case *column-number*

;    ((1)

;     (make page-sequence                                               to be revised

;           initial-page-models: (standard-rect-page standard-verso-page)

;           repeat-page-models: (standard-rect-page standard-verso-page)

;           ;;content-map: '((footnote footnote))

;           (make column-set-sequence                                to be revised

;                 column-set-model: standard-one-column-model

;                 (process-children-trim))       ))

;    ((2)

;     (make page-sequence                                               to be revised

;           initial-page-models: (standard-rect-page standard-verso-page)

;           repeat-page-models: (standard-rect-page standard-verso-page)

;           ;;content-map: '((footnote footnote))

;           (make column-set-sequence                                to be revised

;                 column-set-model: standard-two-column-model

;                 (process-children-trim))       ))

;   ((3)

;    (make page-sequence                                                 to be revised

;          initial-page-models: (standard-rect-page standard-verso-page)

;          repeat-page-models: (standard-rect-page standard-verso-page)

;           ;;content-map: '((footnote footnote))

;           (make column-set-sequence                                 to be revised

;                 column-set-model: standard-three-column-model

;                 (process-children-trim))       ))

;    ))

;;;;;;; (page-sequence, column-set-sequence, included-container-area);;;;

(define (STANDARD-PAGE-SEQUENCE)

  (make simple-page-sequence

    font-family-name: *base-font-family*

    font-size: *base-font-size*

    line-spacing: (cadddr *page-spec*)

    left-header: (make sequence

                        font-size: (- *base-font-size* 1pt)

                        line-spacing: (cadddr *page-spec*)

                        font-posture: 'italic

                       (if-front-page

                        (empty-sosofo)

                        (sosofo-append

                          (if *has-header-pagenumber*

                            MAKE-PAGE-NUMBER (empty-sosofo))

                          (if *has-header-headline*

                            (literal *headline-verso*) (empty-sosofo)))))

    right-header: (make sequence

                        font-size: (- *base-font-size* 1pt)

                        line-spacing: (cadddr *page-spec*)

                        font-posture: 'italic

                        (if-front-page

                           (sosofo-append

                             (if *has-header-headline*

                               (literal *headline-rect*) (empty-sosofo))

                             (if *has-header-pagenumber*

                               MAKE-PAGE-NUMBER (empty-sosofo)))

                           (empty-sosofo)))

    left-footer: (make sequence

                        font-size: (- *base-font-size* 1pt)

                        line-spacing: (cadddr *page-spec*)

                        font-posture: 'italic

                        (if-front-page

                           (empty-sosofo)

                           (sosofo-append

                             (if *has-footer-pagenumber*

                                MAKE-PAGE-NUMBER (empty-sosofo))

                             (if *has-footer-headline*

                               (literal *headline-verso*) (empty-sosofo)))))

    right-footer: (make sequence

                        font-size: (- *base-font-size* 1pt)

                        line-spacing: (cadddr *page-spec*)

                        font-posture: 'italic

                        (if-front-page

                           (sosofo-append

                               (if *has-footer-headline*

                                 (literal *headline-rect*) (empty-sosofo))

                               (if *has-footer-pagenumber*

                                  MAKE-PAGE-NUMBER (empty-sosofo)))

                           (empty-sosofo)))

    top-margin: *page-region-y-offset*

    bottom-margin: (- *paper-height* *page-region-height* *page-region-y-offset*)

    left-margin: *page-region-x-offset*

    right-margin: (- *paper-width* *page-region-width* *page-region-x-offset*)

    header-margin: (- *page-region-y-offset* *header-height*)

    footer-margin: *pr-y-off*

    page-width: *page-region-width*

    page-height: *page-region-height*

    quadding: 'justify

    page-n-columns: *column-number*

         (process-children-trim)

    ))

;;;;;;; (column-set-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;Characteristic definition for multi column-sets on simple-page-sequence.

(declare-characteristic page-n-columns

         "UNREGISTERED::James Clark//Characteristic::page-n-columns" 1)

;;;;;;; (page-sequence);;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

;Function definition to make verso and recto have difference sosofo.

(define if-front-page

  (external-procedure "UNREGISTERED::James Clark//Procedure::if-front-page"))

 LISTNUM list1 \l 1  
流し込みオブジェクト構成規則　

;; -*- Scheme -*- amendment html.dsl
;; ======================= NON-PRINTING ELEMENTS ========================

;; Note that HEAD includes TITLE, ISINDEX, BASE, META, STYLE,

;;   SCRIPT, and LINK as possible children

;(default (empty-sosofo));; default element construction rule [171]

(element HEAD (empty-sosofo))

(element FORM (empty-sosofo))

(element APPLET (empty-sosofo))

(element PARAM (empty-sosofo))

(element TEXTFLOW (empty-sosofo))

(element MAP (empty-sosofo))

(element AREA (empty-sosofo))

;; ============================ TOP LEVEL ===============================

(element HTML

         (STANDARD-PAGE-SEQUENCE) ;; see pagemodel.dsl

)

(element BODY

         (process-children-trim))

;; ========================== BLOCK ELEMENTS ============================

;; ............................ Generic DIV .............................

(define (align-attr attr)

  (case attr

    (("LEFT") 'start)

    (("CENTER") 'center)

    (("RIGHT") 'end)

    (else 'justify)))

(element DIV

 (let ((align (align-attr (attribute-string "align"))))

   (make display-group

         quadding: align

         (process-children-trim))))

(element CENTER

 (make display-group

       quadding: 'center

       (process-children-trim)))

;; ............................ headings ..............................

(element H1 (TITLE-LARGE))   ;; see function.dsl

(element H2 (TITLE-MEDIUM))

(element H3 (TITLE-SMALL))

(element H4 (TITLE-SMALL))

(element H5 (TITLE-SMALL))

(element H6 (TITLE-SMALL))

;; ............................ Paragraphs ..............................

(element P

 (make paragraph

       use: *fli-paragraph-style*

       quadding: (PQUAD)

       (process-children-trim)))

(element ADDRESS

  (make paragraph

        use: *paragraph-style*

        start-indent: *indent-step*

        (process-children-trim)))

(element BLOCKQUOTE

  (make paragraph

        start-indent: (+ (inherited-start-indent) *indent-step*)

        end-indent: (+ (inherited-end-indent) *indent-step*)

        (process-children-trim)))

(element PRE (MONO-SEQ))

(element XMP (MONO-SEQ))

(element LISTING (MONO-SEQ))

(element PLAINTEXT (MONO-SEQ))

(element BR

  (make display-group (empty-sosofo)))

;; ............................ Lists ..............................

;;;    UL LI DIR MENU DL DT DD

(element OL (LIST-CONTAINER))

(element UL (LIST-CONTAINER))

(element DIR (LIST-CONTAINER))

(element MENU (LIST-CONTAINER))

(element (OL LI) (LIST-ELEMENT

                  (make-numbering (child-number)

                                  (case (modulo (length (hierarchical-number-recursive "OL")) 4)

                                    ((1) '(#f #f "(" last ")")) ;  (1)...

                                    ((2) '(#f 'abc "(" last ")")) ; (a)...

                                    ((3) '(#f 'roma "(" last ")")) ; (i)...

                                    ((0) '(#f 'ABC "(" last ")")) ; (A)...

                                  ))))

;; 4.17.1 Ordered list with string bullet item

(element (SBL LI)

  (STRING-BULLET-ELEMENT))
  ;  <!ENTITY % ISOpub PUBLIC

  ;   "ISO 8879:1986//ENTITIES Publishing//EN">

  (define (bullet)

    (make paragraph

      (literal "&bull;")

  ))
(element (DIR LI) (LIST-ELEMENT " "))

(element (MENU LI) (LIST-ELEMENT " "))

(element DL (LIST-CONTAINER))

(element DT (make paragraph

                  use: *paragraph-style*

                  start-indent: (+ (inherited-start-indent) *indent-step*)

                  first-line-start-indent: (- *indent-step*)

                  (process-children)

                  ))

(element DD (make paragraph

                  use: *paragraph-style*

                  start-indent: (+ (inherited-start-indent) *indent-step*)

                  first-line-start-indent: 0pt

                  (process-children)

                  ))

;; ............................ seq ..............................

(element B (BOLD-SEQ))

(element EM (BOLD-SEQ))

(element STRONG (BOLD-SEQ))

(element I (ITALIC-SEQ))

(element CITE (ITALIC-SEQ))

(element VAR (ITALIC-SEQ))

(element DFN (BOLD-ITALIC-SEQ))

(element A (BOLD-ITALIC-SEQ))

(element TT (MONO-SEQ))

(element CODE (MONO-SEQ))

(element KBD (MONO-SEQ))

(element SAMP (MONO-SEQ))

(element STRIKE (STRIKE-SEQ))

(element U (UNDERLINE))

;(element SUB (SUBSCRIPT))                                 to be revised

(element SUB (SUBSCRIPT '()))

;(element SUP (SUPERSCRIPT '()))                        to be revised

(element SUP (SUPERSCRIPT '()))

;; (element BIG )

;; (element SMALL )

;; (element FONT )

;; ============================== RULES =================================

(element HR

 (let ((align (attribute-string "ALIGN"))

       (noshade (attribute-string "NOSHADE"))

       (size (attribute-string "SIZE"))

       (width (attribute-string "WIDTH")))

  (make rule

        orientation: 'horizontal

        space-before: %block-sep%

        space-after: %block-sep%

        line-thickness: (if size (PARSEDUNIT size) 1pt)

        length: (if width (PARSEDUNIT width) %body-width%)

        display-alignment:

          (case align

                (("LEFT") 'start)

                (("CENTER") 'center)

                (("RIGHT") 'end)

                (else 'end)))))

;; ============================= GRAPHICS ===============================

;; Note that DSSSL does not currently support text flowed around an

;;   object, so the action of the ALIGN attribute is merely to shift the

;;   image to the left or right.  An extension to add runarounds to DSSSL

;;   has been proposed and should be incorporated here when it becomes

;;   final.

(element IMG

  (make external-graphic

        entity-system-id: (attribute-string "src")

        display?: #t

        space-before: 1em

        space-after: 1em

        display-alignment:

          (case (attribute-string "align")

                (("LEFT") 'start)

                (("RIGHT") 'end)

                (else 'center))))

;; ============================== TABLES ================================

;; Specification of table corner rounded style

(declare-characteristic table-corner-rounded

  "UNREGISTERED::Next Solution//Characteristic::table-corner-rounded" "#f")

;; Specification of actual table element

(element TABLE


(let ((number-of-columns



(node-list-reduce (node-list-rest (children (current-node)))

                           (lambda (cols nd)

                             (max cols

                                  (node-list-length (children nd))))

                           0)))

  
(make display-group

        space-before: %block-sep%

        space-after: %block-sep%

        start-indent: %body-start-indent%


(with-mode table-caption-mode (process-first-descendant "CAPTION"))

  
(make table 

    

use: *table-style*

;; Replace below designation to above if you wish to round table corner

;; use: *corner-rounded-table-style*



(process-children)))))

(mode table-caption-mode

  (element CAPTION

           (make paragraph

                 ;; use: para-style



 quadding: 'center

                 font-weight: 'bold

                 space-before: %block-sep%

                 space-after: %para-sep%

                 start-indent: (inherited-start-indent);

                 (literal

                  (string-append

                   "Table "

                   (format-number

                    (element-number) "1") ". "))

                 (process-children-trim))))

(element CAPTION (empty-sosofo)) ; don't show caption inside the table

(element TC (make-column "COLUMN_WIDTH"))

(element THC (make-background-column "COLUMN_WIDTH"))

(element THR 

  (make table-row


use: *background-cell-style*

        (process-children-trim)))

(element TR 

  (make table-row

        (process-children-trim)))

(element MTD

  (make-multiple-cell

   (make paragraph (process-matching-children "RSTR"))

   (make paragraph (process-matching-children "CSTR"))))

(element TH

  (make table-cell

        ;n-rows-spanned: (string->number (attribute-string "COLSPAN"))


quadding: 'center

    
use: *cell-style*

        (make paragraph

              font-weight: 'bold

              space-before: 0.25em

              space-after: 0.25em

              start-indent: 0.25em

              end-indent: 0.25em

              quadding: 'start

              (process-children-trim))))

(element TD

  (make table-cell

        ;n-rows-spanned: (string->number (attribute-string "COLSPAN"))


quadding: 'center

    
use: *cell-style*

        (make paragraph

              space-before: 0.25em

              space-after: 0.25em

              start-indent: 0.25em

              end-indent: 0.25em

              quadding: 'start

              (process-children-trim))))

;; All definition toward table designation

(define *rgb-color-space*

  (color-space "ISO/IEC 10179:1996//Color-Space Family::Device RGB"))

(define (rgb R G B) (color *rgb-color-space* (/ R 255) (/ G 255) (/ B 255)))

(define *lightgray* (rgb 211 211 211))

(define *base-background-color* *lightgray*)

(define *base-table-border* #t)

(define *base-table-corner-radius* 3pt)

(define *base-display-alignment* 'center)

(define *base-cell-margin* 1mm)

(define *base-cell-border* #t)

(define *base-cell-row-alignment* 'center)

(define *table-style*

  (style table-border: *base-table-border*

         display-alignment: *base-display-alignment*))

(define *corner-rounded-table-style*

  (style use: *table-style*

         table-corner-radius: *base-table-corner-radius*

         table-corner-rounded: "#t"))

(define *cell-margin-style*

  (style cell-before-row-margin: *base-cell-margin*

         cell-after-row-margin: *base-cell-margin*

         cell-before-column-margin: *base-cell-margin*

         cell-after-column-margin: *base-cell-margin*

         ))

(define *cell-border-style*

  (style cell-before-row-border: *base-cell-border*

         cell-before-column-border: *base-cell-border*

         ))

(define *cell-style*

  (style use: (merge-style *cell-border-style* *cell-margin-style*)

         cell-row-alignment: *base-cell-row-alignment*))

(define *background-cell-style*

  (style cell-background?: #t

         background-color: *base-background-color*

         use: *cell-style*

         ))

(define (make-column attribute)

  (make table-column width: (* 1mm (string->number (attribute-string attribute)))))

(define (make-background-column attribute)

  (make table-column

    use: *background-cell-style*

    width: (* 1mm (string->number (attribute-string attribute)))))

(define *nonborder-style*

  (style cell-before-row-border: #f

         cell-before-column-border: #f))

(define *nonmargin-style*

  (style cell-before-row-margin: 0mm

         cell-after-row-margin: 0mm

         cell-before-column-margin: 0mm

         cell-after-column-margin: 0mm))

(define (unit-columns #!rest ws)

  (apply-map sosofo-append (lambda (w) (make table-column width: (table-unit 
w))) ws))

(define *multiple-column-position* 13.5mm)

(define *multiple-row-position* 'center)

(define (make-multiple-pos position)

  (cond ((symbol? position)

         (style quadding: position))

        ((and (quantity? position) (not (real? position)))

         (style quadding: 'start

                start-indent: position))

        (else (error "invalid value for \"make-multiple-pos\" characteristic"))))

(define (make-multiple-cell row-sosofo column-sosofo)

  (make table-cell

    cell-crossed: 'with

    use: (merge-style *cell-border-style* *nonmargin-style*)

    (make table

      cell-crossed: #f

      table-border: #f

      use: (merge-style *nonborder-style* *cell-margin-style*)

      (unit-columns 1 1 1)

      (make table-row

        (make table-cell (make paragraph (empty-sosofo)))

        (make table-cell

          use: (make-multiple-pos *multiple-row-position*)

          n-columns-spanned: 2

          row-sosofo))

      (make table-row

        (make table-cell

          use: (make-multiple-pos *multiple-column-position*)

          n-columns-spanned: 2

          column-sosofo)

        (make table-cell (make paragraph (empty-sosofo)))

        ))))
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

(define (MONO-SEQ)

  (make sequence

      (process-children)))

(define %para-sep% (/ *base-font-size* 2.0))

(define %block-sep% (* %para-sep% 2.0))

(define %body-width% *page-region-width*)

(define (PQUAD)

    (case (attribute-string "align")

        (("LEFT") 'start)

        (("CENTER") 'center)

        (("RIGHT") 'end)

        (else (inherited-quadding))))

;a definition of style

(define para-style

  (style

   font-size: *base-font-size*

   line-spacing: (* *base-font-size* 1.1)))

;a definition of unit

(define-unit em *base-font-size*)

(define-unit pi (/ 1in 6))

(define-unit px (/ 1in 96))

(define-unit mm .001m)

(define-unit cm .01m)

;a definition of functions

(define (node-list-reduce nl combine init)

 (if (node-list-empty? nl)

      init

      (node-list-reduce (node-list-rest nl)

            combine

            (combine init (node-list-first nl)))))

(define upperalpha '(A))

;  (list #\A #\B #\C #\D #\E #\F #\G #\H #\I #\J #\K #\L #\M

;        #\N #\O #\P #\Q #\R #\S #\T #\U #\V #\W #\X #\Y #\Z))

(define loweralpha '(a))

;  (list #\a #\b #\c #\d #\e #\f #\g #\h #\i #\j #\k #\l #\m

;        #\n #\o #\p #\q #\r #\s #\t #\u #\v #\w #\x #\y #\z))

(define (EQUIVLOWER c a1 a2)

  (cond ((null? a1) '())

        ((char=? c (car a1)) (car a2))

        ((char=? c (car a2)) c)

        (else (EQUIVLOWER c (cdr a1) (cdr a2)))))

(define (char-downcase c)

  (EQUIVLOWER c upperalpha loweralpha))

(define (ISALPHA? c)

  (if (or (member c upperalpha) (member c loweralpha)) #t #f))

(define (LOCASE slist)

  (if (null? slist)

      '()

      (cons (char-downcase (car slist)) (LOCASE (cdr slist)))))

(define (STR2LIST s)

  (let ((start 0)

        (len (string-length s)))

    (let loop ((i start) (l len))

          (if (= i len)

              '()

              (cons (string-ref s i)(loop (+ i 1) l))))))

(define (LIST2STR x)

  (apply string x))

(define (STRING-DOWNCASE s)

  (LIST2STR (LOCASE (STR2LIST s))))

(define (UNAME-START-INDEX u last)

  (let ((c (string-ref u last)))

    (if (ISALPHA? c)

         (if (= last 0)

             0

             (UNAME-START-INDEX u (- last 1)))

         (+ last 1))))

(define (PARSEDUNIT u)

  (if (string? u)

    (let ((strlen (string-length u)))

      (if (> strlen 2)

          (let ((u-s-i (UNAME-START-INDEX u (- strlen 1))))

            (if (= u-s-i 0)

                 1pi

                 (if (= u-s-i strlen)

                     (* (string->number u) 1px)

                     (let* ((unum (string->number

                                   (substring u 0 u-s-i)))

                            (uname (STRING-DOWNCASE

                                   (substring u u-s-i strlen))))

                        (case uname

                            (("mm") (* unum 1mm))

                            (("cm") (* unum 1cm))

                            (("in") (* unum 1in))

                            (("pi") (* unum 1pi))

                            (("pc") (* unum 1pi))

                            (("pt") (* unum 1pt))

                            (("px") (* unum 1px))

                            (("barleycorn") (* unum 2pi))

                            (else

                              (cond

                                ((number? unum)

                                 (* unum 1px))

                                ((number? (string->number u))

                                 (* (string->number u) 1px))

                                      (else u))))))))

         (if (number? (string->number u))

             (* (string->number u) 1px)

             1pi)))

  1pi))

;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;

(element RUBY-ALTERNATIVE (RUBY-ALTERNATIVE))

(element FN (FOOTNOTE))

(element FN-CONTENTS (FOOTNOTE-CONTENTS))

附属書A（参考）附属CD-ROMの収録内容

この標準報告書(TR)には，CD-ROMが1枚附属している。このCD-ROMに収録されているファイルのファイル名及びその内容を次に示す。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
parameter-build.scm　本体の6.に示す詳細パラメタ生成プログラム。

 LISTNUM lista\l 1  )
functions.dsl　本体の7.に示す関数集合。

 LISTNUM lista\l 1  )
pagemodel.dsl　本体の8.に示すページモデル集合。

 LISTNUM lista\l 1  )
html.dsl　本体の9.に示す流し込みオブジェクト構成規則。

 LISTNUM lista\l 1  )
readme.txt　この附属書Aの内容。

TR X 0110：0000
(ISO/IEC TR 19758：2003, Amd.1:2005, Amd.2:2005及びAmd.3:2005)
DSSSL多機能組版ライブラリ
解　説
この解説は，標準報告書(TR)本体及び附属書に規定・記載した事柄，並びにこれらに関連した事柄を説明するもので，標準報告書(TR)の一部ではない。
1.
公表の趣旨及び経緯　

1.1
公表の趣旨　マーク付け言語XML(JIS X 4159)又はSGML(JIS X 4151)を用いて記述された構造化文書に対するスタイル指定は，DSSSL(JIS X 4153)などのスタイル指定言語によって記述される。その記述を容易に行うため，複雑なフォーマティングのオブジェクトに関して用意されたライブラリが，ISO/IEC TR 19758“DSSSL library for complex compositions”である。

ISO/IEC TR 19758は，2003年に発行された後，多くの国からのライブラリの追加要求に応えて，Amenmdment 1，2及び3が発行され，多言語の組版への対応に充分な機能を備えるに至った。そこで，これらのAmendmentsの内容を組込んでISO/IEC TR 19758の翻訳を行い，DSSSL多機能組版ライブラリという表題の標準報告書(TR)として公表し，国内におけるDSSSL記述を支援する。

1.2
公表の経緯　我が国ではJIS X 4153が1998年3月に制定されると，DSSSLによるスタイル指定が公的機関で導入され，幾つものDSSSL処理系が開発された。それに伴い，DSSSLライブラリへの要求が高まり，1998年10月にはTR X 0010“日本語組版のDSSSLライブラリ”が公表された。

その後，業界におけるDSSSLの処理環境が充実してきたため，日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)の電子出版技術調査研究委員会(EPCom)は，このDSSSLライブラリに関する検証作業を，最新のDSSSL処理系を用いて実施し，その成果を盛り込んでTR X 0010の改正原案をまとめた。これは，2000年9月に公表された[1]。

EPComは，TR X 0010:2000の内容を日本語以外の言語で書かれた文書にも適用できるように再検討を加え，それを反映した拡張英訳版を作成して，それをISO/IEC JTC1にFast Track手続きを用いて提出した。このDTRテキスト(JTC1 N6642)に対する投票は，2002年5月を期限として行われ，賛成多数で承認された[2]。同年7月の投票結果対処会議，12月の校正作業を経て，それは2003年4月にISO/IEC TR 19758“Information technology - Document Description and Processing Languages - DSSSL library for complex compositions”として発行された。

このTRに対するAmendmentsは，次のとおりである。

－
ISO/IEC TR 19758:2003/Amd.1:2005 Extensions to basic composition styles and tables
－
ISO/IEC TR 19758:2003/Amd.2:2005 Extensions to multilingual compositions (South-East Asian compositions)
－
ISO/IEC TR 19758:2003/Amd.3:2005 Extensions to Multilingual Compositions (North and South Asian Compositions)
Amd.1の内容は，EPComによって原案作成[3]されたTR X 0010:2003“日本語組版のDSSSLライブラリ(追補1)”[4]に基づく。Amd.2及びAmd.3の内容は，主として財団法人国際情報化協力センター(CICC)の多言語文書情報交換(DocSII)の活動[5],[6],[7]に基づく。

ISO/IEC TR 19758を翻訳するとともに，それにAmendmenmtsの翻訳を組込んでTR X 0110の原案を作成する作業は，INSTACのe-Book標準化調査研究委員会(e-Book)の作業グループWG2の2004年度の活動として行われた[8]。原案は，e-Book標準化調査研究委員会の承認を受けて，2005年3月に経済産業省に提出された。

2.
審議中の主要検討課題　

2.1
組版指定要素　

2.1.1
この標準報告書（TR）の対象　この標準報告書（TR）は，多言語環境を含む多機能組版を対象としている。日本語組版規則は，最初から“和欧混植”を前提として考えられているものが多く，実装環境としても，欧文には対応しているものがほとんどであるが，アジア圏を含めて，他の言語系に対しては考慮されているものが少ない。

しかしビジネス文書においても，多言語への対応がますます求められるようになってきている。そのためには，最低限の当該対象言語組版規則に対応することが必要になる。

この標準報告書（TR）は，こうした要求に応えるため，漢字圏だけではなく，東南アジアの諸言語組版の基本原則にも対応させた多機能DSSSLライブラリとしてまとめられたものである。
2.1.2
行組版規則　日本語組版処理に関しては，JIS X 4051に規定される仕様を前提としているが，他の言語系における組版規則については，必ずしも明示的に標準化されているものだけではない。漢字圏，すなわち中国，韓国などにおいては，概ね日本の組版規則が援用できるが，他の諸言語組版においては，そのまま適用できないものが多い。
この標準報告書（TR）においては，禁則処理などの個々の組版規則については実装によるものとし，特に詳細は規定していない。
2.1.3
紙のサイズ　この標準報告書（TR）においては，A判及びB判を対象にしている。この標準報告書（TR）の原規格であるISO/IEC TR 19758の元になったのがTR X 0010“日本語DSSSLライブラリ”であったため，日本国内で多用されている日本独自のB判についてもライブラリに取り込まれたのである。
A判の規格は，ISO 216でAシリーズとして標準化されており，このシリーズの中にはBシリーズもあるが，これはB判とは異なる。
ただし，この標準報告書（TR）では，A0を839.611×1188.16 mm，B0を1000.48×1413.93 mmとし，各サイズはこの値から四捨五入で導き出した数値を用いてライブラリ化しているため，ISOとJISとは数値が若干異なることに注意していただきたい。この定義テーブルを書き換えれば規格と完全に一致する数値とすることは可能である。
国際整合の見地から，最近ではA判の使用が奨励されているが，特にA4とA5との中間サイズの利便性も捨てがたく，日本においてはB5判には多くの需要がある。
その他，日本ではA判及びB判以外にも，四六判，菊判などが存在し，これらもJIS P 0202で標準化されている。四六判の仕上げ寸法は130×186 mm，菊判の仕上げ寸法は150×220 mmで，それぞれはB6判，A5判よりやや大きい。
2.1.4
アンウィンモジュール　造本に際しては，版面設計が非常に重要である。すなわち，使用する紙に対して，どの位置及び範囲に文字を組み，上下左右にどれだけの余白をとるかが，可読性，情報量，美的バランスなどに大きく影響する。このための版面設計は，洋の東西を問わず多くの工夫がなされてきた。最近では従来の慣習にとらわれないデザインも多く見られるようになったが，ライブラリとしては最も標準的と考えられる版面の置き方を採用することが望ましい。

この標準報告書（TR）では，紙に対して天地左右の中央に版面を置く方法をデフォルトとし，天，地，ノド，小口のそれぞれの比率又は寸法を指定する方法が規定されている。

この比率は“モジュール”と呼ばれ，欧米においては，モリスモジュール及びアンウィンモジュールが有名である。モリスモジュールは，その名のとおり，英国のウィリアムス モリスに由来し，ノド：天：小口：地の比率が，1：1.2：1.44：1.73である。これに対してアンウィンモジュールは，この比率が1：1.33：2：2.66である。後者は，同じく英国のスタンリー アンウィンが“The Truth about Publishing”（初版：1926）に述べているもので，見開きの体裁を強く意識していることがわかる。すなわち，小口の余白の寸法とノドの左右のアキを加算した寸法とが等しく，地のアキが天のアキの2倍になっているのである。これは見開き状態での版面位置のバランスを考慮しながら，手で本を持ったときに版面が隠れない配慮がなされているのである。

この標準報告書（TR）では，現在の欧米で広く用いられているアンウィンモジュールをライブラリ化している。本文中に，この図式解法が述べられているが，版面設計時には非常に重宝する解法である。ただし実際のライブラリにおいては，小口の幅を決め，それをもとに前述の比率を用いて版面を決定するアルゴリズムを採用している。

ここで特記しておきたいことは，欧米における版面設計は“レイアウト優先”，すなわち，まず版面の外側の余白を決める方法が基本になっているのに対して，日本，中国などの漢字圏においては，字詰め数と行幅，行数から導き出される版面の大きさをまず決める“コンテンツ優先”方式が採用されているという違いがある。この標準報告書（TR）では，基本文字サイズ及び行間2分アキを前提にしたコンテンツ優先への近似対応もなされているのが特徴である。

中国，韓国及び日本では，古くから独特の版面設計が行なわれていた。宋代には，既に木版印刷用の基本版式が存在し，それが日本にも伝播して同様の版式が用いられてきた。それは欧米の方式とは異なり，天の余白が大きく，地の余白は，それに比して小さいことが特徴になっている。ちなみに，中国では天余白を“天頭”と呼び，地余白を“地脚”と呼んだ。日本では，天としての欄外を首又は頭と書いて“かしら”と呼び，ここに注釈を書き込んだ。この注釈を入れることを“頭書”又は“鼇頭（ごうとう）”と言う。つまり，ヨーロッパでは脚注が主流であるが，日本などの漢字圏では頭注が主流であったのである。この影響が強いと，アンウィンモジュールに対して違和感を覚えるかもしれないが，現在では注釈付きの古典文学の組版以外では欧米で用いられている形式が圧倒的に多くなっているので，この標準報告書（TR）のライブラリは一般性が高いと言えよう。

2.1.5
Q数とポイントとの換算　文字組版においては，大きく分けて文字サイズの単位及び移動量（送り）の単位の二つが基本単位である。

文字サイズは，文字の仮想ボディの寸法で示す。活字は物理的な大きさをもち，この中の文字面が刻された面をボディと呼び，この大きさで文字のサイズを規定していた。デジタルフォントになって，この物理的なボディは消失したが，概念としてのボディをもっている。これを仮想ボディと呼ぶ。

欧米では，この単位にはほとんど“ポイント”が用いられている。しかし，一口にポイントといっても，幾つかの種類が存在する。すなわち，フルニエポイント，ディドーポイント，アメリカンポイントなどである。しかし現代では，ポイントと言えばアメリカンポイントを指すと考えてよい。これは0.013837 mmを１ポイントと定義している。JISでは1インチ＝25.4 mm，米国では１インチ＝25.4000508 mmであって，換算結果には若干の誤差が生じるが，小数点以下４桁までは同一値になる。

この標準報告書（TR）においては，１ポイント＝0.3514 mmとしており，国際整合の観点からみても妥当である。

一方，文字サイズにはQという単位がある。日本が発祥の地であるが，中国，韓国など漢字圏に浸透している。これはQuarterの頭字であり，1mmの1/4すなわち１Q＝0.25mmである。したがって，例えば８Q＝2mmであり，これを１ポイント＝0.3514mmとしてポイントに換算すれば，5.6915ポイントとなる。しかし基本組体裁を考える場合，このような換算値を用いても，あまり意味がない。そこで，この標準報告書（TR）においては，表4.1に示す近似換算テーブルを用意し，Q数系とポイント系の実用的な置換を可能にしている。

Q数系においては，Qは文字サイズに用い，移動量（送り）にはHを用いることが多かった。Hは“歯”から命名された単位であり，手動写植機の歯車機構に由来する。しかし寸法上は１Q＝１Hであり，最近では移動量の単位にもQが使用されることが多くなっている。この標準報告書（TR）においても，この方式で記述されている。

2.1.6
柱の体裁　柱の位置については，東南アジアの，例えばタイ語などの組版においても，あまり多様なパタンは使用されていない。これは，タイ，カンボジア，ラオスなどの諸言語組版は，主に欧米の組版様式が参考にされてできあがっているためである。

したがって，この標準報告書（TR）においても，柱を付ける場合でも1種類に限定し，位置は4.8.2に示す5種類となっているが，実用的には十分であろうと考えられる。

2.1.7
注体裁指定要素　注体裁指定要素のうち，4.10に示す合印の種類及び順序は，The Chicago Manual of Styleの規定に合致している。

2.1.8
割注　割注組版においては，特に指定されない場合は“割注パーレン”付きとしているが，割注パーレンは，一般のパーレンに比べて幅が浅いものを用いる。この種のパーレンは，標準的なフォントセットには含まれず外字扱いになるため，この組版指定はフォーマタ依存となる。

2.1.9
順序付き節　4.16.1には順序付き節が規定されているが，その中には文字として扱われない“図形記号”がある。この本文だけからは“順序付き節”の該当項目には該当しないように見えるが，これは，例えば修飾記号付きの順序文字を対象にしている。東南アジア諸国における組版で，このような使用方法が多用されることによる。

2.1.10
順序付き箇条書き　入れ子になった順序付き箇条書きは通常使われるが，入れ子の最初の項目を改行しないで組む方式がスリランカのシンハラ語組版などに見られることから，この標準報告書（TR）でも，この組版について規定している。

2.1.11
表　表のスタイルは単純な格子状のものから複雑な構造をもったものまで極めて多様であり，その種類を系統的に分類することは難しい。この標準報告書（TR）では比較的簡単な構造をもつ，全体が長方形で単純な格子状のセルで構成されているものとしている。各セルには斜線を引くことができる。表外郭の隅をラウンドにするライブラリももっている。

2.1.12
ルビ　ルビは，ルビ文字の大きさから2字ルビ及び3字ルビに分類され，親文字との関係から中付きルビ及び肩付きルビに分類される。この標準報告書（TR）においては，ビジネス文書としての使用頻度などから，2字ルビ及び中付きルビに限定されている。

2.1.13
段落字下げ　日本語組版においては，段落字下げは１字下げ又は字下げなしがほとんどであるが，中国においては2字下げが一般的であり，この標準報告書（TR）でも，この二つの方式が規定されている。

2.1.14
下線　基本的には対象文字列に対して，その下に線を引く機能を規定しているが，タイ語組版においては，ベースラインから下に延びる子音又は子音の下に付く母音を下線が避ける組版が多い（解説図1参照）。このため，この標準報告書（TR）ではTHAI_Underlineという関数を規定し，このような下線の要求に対応している。ただし，この機能はフォーマタ依存とする。

	


解説図 1　THAI_Underline

2.1.15
ドロップキャップ　ドロップキャップは，中世ヨーロッパの手写本に，その端緒を見ることができる。イスラム，インド，中国などには文章の開始文字を大きくしたり，開始文字に修飾を施す傾向は現れなかったようである。

しかし現在では，さまざまな言語の組版において多用される方式となっている。日本では，必ずしも多くはないが，韓国ではかなり多用されており，東南アジアでも頻繁に見られる。

この標準報告書（TR）では，最も多く使用される2行取りのドロップキャップをデフォルトとして規定しているが，実用的には十分と言える。

頭文字がドロップせず，版面の外に出る方式も存在するが，この標準報告書（TR）の対象にはしていない。

2.1.16
第1段落の識別　段落字下げを行うことは，その前の段落が指定行末で終わっている場合に，新たな段落が開始されたのか，前の段落の続きなのかが判別可能にする。

このことは，当該段落の前に先行する段落がない場合には，その行の段落開始字下げは特に必要としないことを意味する。欧米においても，しっかりした組版では見出し後の最初の段落には字下げを行なわない組み方が多い。この流れをくむ東南アジアの組版においても，このような組み方が頻繁に行なわれている。

しかし，まったく別の組み方もある。第1段落にだけ修飾を加えて目立たせる組み方，第1段落だけを太字又は目立つ書体にする組み方などである。ドロップキャップも，その一つとして使用されることも多い。

このように，第1段落だけを他の段落とは異なる方法で組む場合，その方式を一つに固定して考えることができない。この標準報告書（TR）では，その方式はライブラリとしては特に規定せず，実装に任せており，関数FIRST-PARAGRAPH-INDENTATIONを規定するだけにとどめている。

2.2
組版指定のライブラリ化　

2.2.1
DSSSLライブラリの利用手順　DSSSLライブラリの利用手順を初心者の利用者向けに解説する。利用者がDSSSLライブラリを使うための段階には，準備・利用・調整の三つがある。
 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
準備　まず，DSSSL処理系及びScheme処理系の二つを準備する。次に，簡易パラメタを決定する。簡易パラメタとは，例えば“A4サイズの横書き，2段組み”などの大まかな組版の枠組みの指定のことである。次に，簡易パラメタを詳細パラメタ生成プログラムparameter-build.scmに反映させ，Scheme処理系で実行して，詳細パラメタを生成する。最後に，生成された詳細パラメタ及び関数群function.dsl，ページモデル群pagemodel.dsl，並びにタグ・ライブラリの関連付けのための特定DTDルール群を一つのファイルに結合してDSSSL指定ファイルとする。
 LISTNUM lista\l 1  )
利用　SGMLファイル，DTDファイル及び準備段階で作成したDSSSL指定ファイルの三つをDSSSL処理系で組版する。このとき，どのような出力様式にするかは処理系に依存する。
 LISTNUM lista\l 1  )
調整　出力結果を見て，利用者が望む調整をDSSSLライブラリに対して施す。利用者はこの調整を適宜行って必要とする出力品質を達成できる。
2.2.2
DSSSLライブラリの関数　DSSSLライブラリの関数のうち，詳細パラメタ生成関数について解説する。
2.2.2.1
詳細パラメタ生成関数が生成するパラメタ　parameter-build.scmが生成する詳細パラメタの一覧を次に示す。

 ・ *paper-name* 

 ・ *paper-direction*

 ・ *writing-direction*

 ・ *paper-width* 

 ・ *paper-height* 

 ・ *column-number* 

 ・ *base-font-size* 

 ・ *standard-composition* 

 ・ *page-spec* 

 ・ *page-region-width* 

 ・ *page-region-hight* 

 ・ *area-x-ratio* 

 ・ *area-y-ratio* 

 ・ *page-region-x-offset* 

 ・ *page-region-y-offset* 

 ・ *font-table* 

 ・ *rubi-font-size-factor* 

 ・ *subscript-font-size-factor* 

 ・ *superscript-font-size-factor* 

 ・ *base-font-family* 

 ・ *first-line-start-indent* 

 ・ *indent-step* 

 ・ *has-header-page-number* 

 ・ *has-header-header-headline* 

 ・ *has-footer-page-number* 

 ・ *has-footer-headline* 

 ・ *headline-rect* 

 ・ *headline-verso* 

 ・ *footnote-number-desc* 

 ・ *enum-number-desc* 

 ・ *title-number-desc* 
parameter-build.scmが生成する詳細パラメタ

a) *paper-name* 

 機能
   用紙サイズの指定。
 例
   (define *paper-name* "a5") 

 デフォルト値
   "a4" 

b) *paper-direction*

 機能
   用紙の向きとして"portrait"(縦置き)又は"landscape"(横置き)のどちらかを指定。
 例
   (define *paper-direction* "landscape")

 デフォルト値
   "portrait"

c) *writing-direction*

 機能
   基本となる組方向として"horizontal"(横組)又は"vertical"(縦組)のどちらかを指定。 

 例
   (define *writing-direction* "vertical") 

 デフォルト値
   "horizontal" 

d) *paper-width* 

 機能
   用紙の幅の指定。*paper-name*に依存する。単位は[mm]。 

 例
   (define *paper-width* 209.903mm) 

e) *paper-height* 

 機能
   用紙の高さの指定。*paper-name*に依存する。単位は[mm]。
 例
   (define *paper-height* 297.039mm) 

f) *column-number* 

 機能
   段数を数値で指定。
 例
   (define *column-number* 2) 

 デフォルト値
   1 

g) *base-font-size* 

 機能
   基本文字サイズの指定。単位は[mm]がよいが，[Q],[pt]でも誤りはない。
 例
   (define *base-font-size* 9pt) 

 デフォルト値
   *page-spec*の第1要素 

 補足
   *base-font-size*は指定して*page-spec*を指定しないとき，二つの本文文字サイズが異なることがある。
h) *standard-composition* 

 機能
   *page-spec*を指定するために使用する版面の標準名の指定。
   標準名と*page-spec*との対応表は，この標準報告書(TR)の本文にある。 

 例
   (define *standard-composition* "35-26") 

 デフォルト値
   *standard-composition-list* の判，用紙向き，組方向，段の各組合せの先頭。 

i) *page-spec* 

 機能
   基本組体裁。(本文文字サイズ 字詰 行数 行送 段間)というリストになっている。
 例
   (define *page-spec* (9pt 43 32 18pt 0)) 

 デフォルト値
   *standard-composition*に依存する。 

j) *page-region-width* 

 機能
   版面の幅の指定。単位は[mm]。
 例
   (define *page-region-width* 200mm) 

 デフォルト値
   *page-spec*が指定されている場合，
   "horizontal"なら，(段数)*(字詰)*(本文文字サイズ)+(段数 -1)*(段間)*(本文文字サイズ)

   そうでないなら，(行数 -1)*(行送 + 本文文字サイズ)

   *page-spec*も指定されていない場合*paper-width* の0.8倍
k) *page-region-hight* 

 機能
   版面の高さの指定。単位は[mm]。
 例
   (define *page-region-height* 200mm) 

 デフォルト値
   *page-spec*が指定されている場合，"horizontal"なら，(行数 -1)*(行送 + 本文文字サイズ)

   そうでないなら，(段数)*(字詰)*(本文文字サイズ)+(段数 -1)*(段間)*(本文文字サイズ)

   *page-spec*も指定されていない場合，*paper-width* の0.8倍
l) *area-x-ratio* 

 機能
   版面のページ上のｘ方向相対位置の指定。指定範囲は0.0～1.0。
 例
   (define *area-x-ratio* 0.3) 

 デフォルト値
   0.5 

m) *area-y-ratio* 

 機能
   版面のページ上のｙ方向相対位置の指定。指定範囲は0.0～1.0。
 例
   (define *area-y-ratio* 0.6) 

 デフォルト値
   0.5 

n) *page-region-x-offset* 

 機能
   版面のページ上のｘ方向絶対位置(ページ左上隅から版面左上隅までの長さ)の指定。 

 例
   (define *page-region-x-offset* 10mm) 

 デフォルト値
   {(用紙幅)-(版面幅)}*(x相対位置) 

o) *page-region-y-offset* 

 機能
   版面のページ上のｙ方向絶対位置(ページ左隅から版面左上隅までの長さ)の指定。 

 例
   (define *page-region-y-offset* 15mm) 

 デフォルト値
   {(用紙高さ)-(版面高さ)}*(y相対位置) 

p) *font-table* 

 機能
   見出しフォント情報のリスト。（利用者は直接設定しない。）
 例
   (assoc '*font-table* spec)

 デフォルト値
   他のパラメタに依存。計算によって決定する。
q) *rubi-font-size-factor* 

 機能
   本文文字サイズに対するルビの大きさ比率。範囲は0.0～1.0。 

 例
   (define *rubi-font-size-factor* 0.4) 

 デフォルト値
   0.5 

r) *subscript-font-size-factor* 

 機能
   本文文字サイズに対する下付き文字の大きさ比率。範囲は0.0～1.0。
 例
   (define *subscript-font-size-factor* 0.5) 

 デフォルト値
   0.6 

s) *superscript-font-size-factor* 

 機能
   本文文字サイズに対する上付き文字の大きさ比率。範囲は0.0～1.0。
 例
   (define *superscript-font-size-factor* 0.5) 

 デフォルト値
   0.6 

t) *base-font-family* 

 機能
   本文文字サイズの書体指定。
 例
   (define *base-font-family* "gothic-light,times-medium") 

 デフォルト値
   "mincho-light,sans-medium" 

u) *first-line-start-indent* 

 機能
   段落の標準の字下げ文字数の指定。 

 例
   (define * first-line-start-indent * 2) 

 デフォルト値
   1 

v) *indent-step* 

 機能
   箇条書き字下げの標準下げ幅文字数
 例
   (define *indent-step* 1) 

 デフォルト値
   2 

w) *has-header-page-number* 

 機能
   天の位置へのノンブルの有無。 

 例
   (define *has-header- page-number* *f) 

 デフォルト値
   #t 

x) *has-header-headline* 

 機能
   天の位置への柱の有無。
 例
   (define *has-header- headline* #f) 

 デフォルト値
   #t 

y) *has-footer-page-number* 

 機能
   地の位置へのノンブルの有無。
 例
   (define *has-footer-page-number* #t) 

 デフォルト値
   #f 

z) *has-footer-headline* 

 機能
   地の位置への柱の有無。 

 例
   (define *has-footer-headline* #t) 

 デフォルト値
   #f 

aa) *headline-rect* 

 機能
   見開き右ページの柱に書かれる文字列の指定。 

 例
   (define *headline-rect* "1章 DSSSL") 

 デフォルト値
   " " 

ab) *headline-verso* 

 機能
   見開き左ページの柱に書かれる文字列の指定。 

 例
   (define *headline-verso* "テスト") 

 デフォルト値
   " " 

ac) *footnote-number-desc* 

 機能
   脚注の順序文字の指定。
 例
   (define *footnote-number-desc* '((#f 'kanji "[" "" "]")) 

 デフォルト値
   (#f #f "" "" ")") 

 補足
   リストは，次の形をとる。
   '("レベル(深さ)のリスト" "数字表現したい文字列の指定" "数字表現前に挿入する文字列"

   "数字，lastと指定した場合，最後のレベルの数値だけを対象とする" "数字表現後に挿入する文字列")

   *enum-number-desc*, *title-number-desc*もリストの形は同じ。
ad) *enum-number-desc* 

 機能
   箇条書きの順序文字の指定。 

 例
   (define *enum-number-desc* '(((1) #f "[" "" "]")((2) 'roma "" "" ")")((3) 'kanji "" "" "."))) 

 デフォルト値
   (((1) #f "(" "" ")") ((2) 'abc "" "" ".") ((3) 'abc "" "" ")")) 

ae) *title-number-desc* 

 機能
   見出しの順序文字の指定。 

 例
   (define *title-number-desc* '(((1) #f "Sec." "" "")((2) #f "Sub" "." "")((n) #f "" "." ""))) 

 デフォルト値
   (((1) #f "第" "." "章") ((2) #f "" "." "節") ((3) #f "" "." "項") ((n) #f "" "." "")) 
2.2.2.2
詳細パラメタ生成関数　parameter-build.scmの関数の一覧を次に示す。

 ・ (add-result x) 

 ・ (assoc-value e l) 

 ・ (build-page page-spec) 

 ・ (calc-xx cn xx fd) 

 ・ (check-other-defs spec) 

 ・ (determine-font-size fs flow-dir spec) 

 ・ (determine-paper-size spec) 

 ・ (determine-regionsize ps spec) 

 ・ (get-paper-size paper-name) 

 ・ (get-sc pn dir flow-dir cn sc) 

 ・ (get-unit-  nul) 

 ・ (get-xx pn dir flow-dir cn) 

 ・ (mm x) 

 ・ (norm-unit num_w_unit) 

 ・ (norm->pt x) 

 ・ (print . x) 

 ・ (Q->pt num) 

 ・ (rm-unit- str org) 

 ・ (r) 

 ・ (warn . x) 
 ・ (pt . x)
 ・ (mm->pt x)
parameter-build.scmの各関数
a) (add-result x) 

 引数
   x : 何でもよい 

 依存関数
   なし
 機能
   生成結果をリスト*results*に追加する関数。
b) (assoc-value e l) 

 引数
   e : 探索したい要素 

   l : リスト 

 依存関数
   なし
 機能
   引数リストl(リストのリストになっている)から指定した先頭要素eをもつリストを抽出する関数。
   相当するリストがないときは，#fを返す。
 例
   (assoc-value 'a '((a 1)(b 2)(c 3))) => (1) 

   (assoc-value 'd '((a 1)(b 2)(c 3))) => #f 

c) (build-page page-spec) 

 引数
   page-spec : 指定したい簡易パラメタリスト 

 依存関数
   (determine-paper-size spec) 

   (determine-region-size wh spec) 

   (check-other-defs spec) 

 機能
   今までの関数のトップとなる関数。
d) (calc-xx cn xx fd) 

 引数
   cn : 段数 

   xx : 基本組体裁 

   fd : 表記方向 

 依存関数
   (norm-unit num_w_unit) 

 機能
   *page-spec*をもとに版面の幅及び高さを決定し，リスト'(版面幅 版面高さ)を返す関数。
   ここでは組方向が横組みだけで考えてある。
e) (check-other-defs spec) 

 引数
   spec : 指定したい簡易パラメタリスト 

 依存関数
   (assoc-value e l) 

   (add-result x) 

 機能
   *rubi-font-size-factor*, *subscript-font-size-factor*,
   *superscript-font-size-factor*, 
   *base-font-weight*, *base-font-posture*, *base-font-family*, *title-font-family*,
   *jisage-factor*, *indent-factor*, *has-header-nonburu*, *has-header-hasira*
   *has-footer-nonburu*, *has-footer-hasira*, *hasira-rect*, *hasira-verso*,
   *footnote-exp*, *footnote-number-desc*, *enum-number-desc*, *title-number-desc*の各パラメタが指定されていれば，指定された値を，指定されていなければデフォルトを*results*に追加する関数。
f) (determine-font-size fs flow-dir spec) 

 引数
   fs : 本文文字サイズ 

   spec : 指定したい簡易パラメタリスト 

 依存関数
   (add-result x) 

 機能
   決定された*base-font-size*を*results* に追加する。その後，*font-table*が指定されていれば，その指定値を，指定されていない場合はデフォルトを*font-table*として*results*に追加する関数。
g) (determine-paper-size spec) 

 引数
   spec : 指定したい簡易パラメタリスト 

 依存関数
   (norm-unit num_w_unit) 

   (add-result x) 

 機能
   *paper-name*, *paper-direction*, *writing-direction*, *paper-width*, *paper-height*が指定されていれば，その指定値を，指定されていなければ生成して，リスト*results*に追加する関数。
h) (determine-regionsize ps spec) 

 引数
   ps : 基本組体裁 

   spec : 指定したい簡易パラメタリスト 

 依存関数
   (norm-unit num_w_unit) 

   (get-sc pn dir flow-dir cn) 

   (get-xx pn dir flow-dir cn) 

   (norm-pt x) 

   (calc-xx cn xx fd) 

   (add-result x) 

   (warn x) 

   (mm x) 

   (determine-font-size fs spec)

 機能
   *column-number*, *page-spec*, *standard-composition*, *page-region-width*, 
   *page-region-height*, *page-region-x-offset*, *page-region-y-offset*が指定されていれば指定値を，指定されていなければ生成して，リスト*results*に追加する。 そのあと，*base-font-size*が指定されていなければ，*page-spec*が決定されたあとに*page-spec*の先頭要素を*base-font-size*として決定する関数。 

i) (get-paper-size paper-name) 

 引数
   paper-name : 用紙名 

 依存関数
   なし
 機能
   引数*paper-name*に相当する用紙名，その幅及び高さのリストをリスト*paper-size-list*から抽出して返す関数。
 例
   (get-paper-size "a4") --> ("a4" (209.903 297.039)) 

j) (get-sc pn dir flow-dir cn sc) 

 引数
   pn : 用紙名 

   dir : 用紙方向 

   flow-dir : 表記方向 

   cn : 段数 

   sc : 版面の標準名指定 

 依存関数
   なし
 機能
   *page-spec*が指定されていないときに，*standard-composition-list*から指定された*standard-composition*に相当するリストを抽出してリスト'(フォントサイズ 字詰 行数 行送 段間)すなわち*page-spec*を返す関数。生成できなかった場合は #f を返す。 

k) (get-unit-  nul) 

 引数
   nul : 単位付き数値 

 依存関数
   なし
 機能
   数値及び単位を分離して返す関数。
 例
   13.5mm => ((#\1 #\3 #\.#\5) (#\m #\m)) 

l) (get-xx pn dir flow-dir cn) 

 引数
   pn : 用紙名 

   dir : 用紙方向 

   flow-dir : 表記方向 

   cn : 段数 

 依存関数
   なし
 機能
   *page-spec*, *standard-composition* がともに指定されていないときに，*standard-composition-list*からデフォルトとなる*page-spec* を抽出して，リスト'(フォントサイズ 字詰 行数 行送 段間)すなわち*page-spec*を返す関数。 

m) (mm x) 

 引数
   x : 何でもよい 

 依存関数
   なし
 機能
   数値に単位 [mm] を付加して返す関数。引数に単位がついている場合はそのまま返す。 

 例
   (mm 12) => 12mm 

   (mm '(12 8Q)) => (12mm 8Q) 

n) (norm-unit num_w_unit) 

 引数
   num_w_unit : 数値，シンボル又は文字列 

 依存関数
   (rm-unit- str org) 

 機能
   単位付き表現を単位[mm]で正規化して返す関数。引数が単なる数値の場合はそのまま返す。 

 例
   (norm-unit 13) => 13  

   (norm-unit "13Q") => 3.25 

   (norm-unit '10pt) => 3.514 

o) (norm->pt x) 

 引数
   x : 何でもよい 

 依存関数
   (get-unit- nul) 

   (Q->pt num) 

 機能
   単位Qだけを対象として，単位ptに変換して返す関数。その他の単位はそのまま返す。 

 例
   (norm-pt "12Q") => 8pt 

   (norm-pt "12mm") => 12mm 

   (norm-pt '(12Q 8mm 6Q) => (8pt 8mm 5.5pt) 

p) (print . x) 

 引数
   x : 何でもよい 

 依存関数
   なし
   機能
   実行結果を表示する関数。
 例
   (print . "abc") => "abc" 

q) (Q->pt num) 

 引数
   num : 単位 Q 付きの数値 

 依存関数
   なし
 機能
   Qをptに変換する関数。 

 例
   13Q => 9pt 

r) (rm-unit- str org) 

 引数
   str : 文字列 

   org : シンボル又は文字列 

 依存関数
   (get-unit- nul) 

   (Q-pt num) 

   (warn . x) 

 機能
   単位付き表現の数値を単位[mm]での数値に換算して返す関数。単位まではつけない。
   引数の単位が指定したもの以外の単位である場合はワーニングを表示する。 

 例
   (rm-unit- "12pt" '12pt) --> 4.2168 

s) (r) 

 引数
   なし
 依存関数
   (print . x) 

 機能
   *results* の内容をディスプレイ上に表示する関数。
t) (warn . x) 

 引数
   x : 何でもよい 

 依存関数
   なし
 機能
   ワーニングを表示する関数。
 例
   (warn . "warning") => warning 

u) (pt . x) 

 引数
   x : 何でもよい 

 依存関数
   なし
 機能
   数値に単位ptを付加して返す関数。引数に単位が付いている場合は，そのまま返す。
 例
   (pt 10) => 10pt

v) (mm->pt x) 

 引数
   x : 何でもよい。

 依存関数
   なし
 機能
   単位mmだけを対象として，単位ptに変換する関数。 

  例
    3.5mm => 10pt 

2.2.3
流し込みオブジェクト構成規則　特定のDTDを用いて組版指定を行う一例として，HTML 文書への適用のための関数群を例示する。html.dslは，parameter-build.scm よって生成したパラメタと，function.dsl, pagemodel.dslで定義された関数とを使用してHTMLタグのDSSSL指定を可能にする。これによって HTML文書をDSSSL指定で組版することができる。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
タグHTML　タグHTMLは全体のトップ要素となるので，ここではpagemodel.dslで定義される関数 (STANDARD-PAGE-SEQUENCE)とする。

 LISTNUM lista\l 1  )
関数align-attr　タグDIVの属性 align が指定されたときに，それに相当した特性quaddingのシンボルに変換する関数。

 LISTNUM lista\l 1  )
タグH1～H6　タイトル用のタグなので，タイトルに関する定義がされている関数(TITLE-LARGE), (TITLE-MIDIUM), (TITLE-SMALL)を使用する。(function.dslで定義されている。)
 LISTNUM lista\l 1  )
タグP　字下げのある段落なので，functions.dslで指定されたスタイル*fli-paragraph-style*を使用する。

 LISTNUM lista\l 1  )
タグADDRESS　一般的なスタイルでよいので，functions.dslで指定されたスタイル*paragraph-style*を使用する。同様に，functions.dslでインデント幅が*indent-step*と定義されているのでこれを使用する。

 LISTNUM lista\l 1  )
タグBLOCKQUOTE　手続きinherited-start-indent，手続きinherited-end-indentは，それぞれ親要素で指定されたstart-indent, end-indentの値を返す。ネストが一つ深くなると*indent-step*だけ字下げされる。

 LISTNUM lista\l 1  )
タグOL, UL, DIR, MENU　これらは，リストで表示する場合のリストの容器のようなものであるので，functions.dslで指定された関数(LIST-CONTAINER)で定義される。

 LISTNUM lista\l 1  )
タグLI　引数にリストの先頭の文字(ex.(1), A.)を必要とする。親要素が "DIR" "MENU" の場合は，空白文字でよい。

"OL", "UL"の場合は，入れ子になるとその先頭の文字が変ってくる。そのため，まず，親要素がどの深さにいるかを調べて先頭文字となる文字リストを(case)文で決め，LIが何番目にでてきたかを求め，それに相当する文字を引数とする。
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4.
原案作成委員会の構成表　原案作成委員会の構成表　この標準仕様書(TS)の原案は，財団法人日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)のe-Book標準化調査研究委員会の作業グループWG2で作成され，e-Book標準化調査研究委員会のレビューを受けた。それらの委員会の委員構成(2004年度)を解説表1及び解説表2に示す。
解説表 1　e-Book標準化調査研究委員会の構成

	
	氏名
	所属

	（委員長）
	池田 克夫
	大阪工業大学

	（委員）
	小町 祐史
	パナソニック コミュニケーションズ株式会社

	
	大久保 彰徳
	株式会社リコー

	
	長村 玄
	ネクストソリューション株式会社

	
	内山 光一
	東芝ソリューション株式会社

	
	植村 八潮
	東京電機大学出版局

	
	礪波 道夫
	読売新聞

	
	内藤 求
	株式会社シナジー・インキュベート

	
	中村 幹
	株式会社印刷学会出版部

	
	平山 亮
	金沢工業大学

	
	矢ケ崎 敏明
	キヤノン株式会社

	
	赤木 孝次
	社団法人日本新聞協会

	
	堀坂 和秀
	経済産業省産業技術環境局

	（事務局）
	内藤 昌幸
	財団法人日本規格協会

	
	宮古 牧子
	財団法人日本規格協会


解説表 2　e-Book標準化調査研究委員会 作業グループWG2の構成

	
	氏名
	所属

	（主査）
	長村 玄
	ネクストソリューション株式会社

	（委員）
	植村 八潮
	東京電機大学出版局

	
	大久保 彰徳
	株式会社リコー

	
	加藤 寿郎
	凸版印刷株式会社

	
	小町 祐史
	パナソニック コミュニケーションズ株式会社

	
	佐藤 弘一
	日本電気株式会社

	
	高橋 仁一
	大日本印刷株式会社

	
	中村 幹
	株式会社印刷学会出版部

	
	野口 高成
	ネクストソリューション株式会社

	
	矢ケ崎 敏明
	キヤノン株式会社

	
	堀坂 和秀
	経済産業省産業技術環境局

	（事務局）
	内藤 昌幸
	財団法人日本規格協会

	
	宮古 牧子
	財団法人日本規格協会
































�列記する規格を規格番号順、又は、ＩＳに記載順など論理的な順場に並べ直してください。


�“空き”　又は　“あき”が日本語として適切ではないか？


�備考２に合わせて、


項目１　aa)入れ子項目１


bb)入れ子項目２


とした方が、分かり易くないか？
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